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スタ ー ト 直後 の 2 コー ナー。「 表 彰 台 は 充分 に 狙え た 」 は ず の マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン が 、 他 車 と の 接触 に より ホン 
ダ 応 援 席 の 眼前 で コー ス オ フ 。 そ の 瞬間 、 レ ッ ド ブル ・ ホ ンダ は “母国 レー ス ” で の 勝負 権 を 失っ た 。 ア クシ デン ト の 
起点 と な っ た の は 、 シ ャ ルル ・ ル クレ ー ル だ っ た 。 ホン ダ に と っ て 13 年 ぶり の 勝利 が も た ら さ れ た オー スト リア で レー 
ス 終 盤 まで トッ プ を 争っ た の も フェ ルス タッ ペン と ルク レー ル の ふた り 。 ル クレ ー ル は あの と き の レ ー ス を 境 に 「 こ れ 
か ら は 僕 な り の 戦い 方 で レー ス す る | こと を 宣言 し 、 実 際 に シル バー スト ン や モン ツァ で 際どい 戦い を 見 せ て きた 。 し 
か し 、 こ の 鈴鹿 で は わずか に その 一 線 を 超え て し まっ た 。 レ ー ス 後 の フ ェ ル スタ ッ ペ ン は 「 ハ ー ド な バト ル は 歓迎 だ け 
ど 、 あ れ は そう じゃ な い 。 単に 無責任 な だ け だ | と 非難 し 、 ス チュ ワー ド も ルク レー ル に 対し て ペナ ル テ ィ を 科 し た 。 
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に より 変則 スケ ジュ ー ル と な っ た 今年 の 日 
3 時 間 後に 行なわ れ た 決勝 で は 、 メ ル セ デ ス の ら 岩 が 
切り リレー ス を 支配 。 最終 的 に は ホー ル ッ ト を 奪っ た ボッ タス が 優勝 、 ハ 
馬 E/ 5 テ * ミル トン が 3 位 に 入り 、 こ ご 鈴鹿 で 6 年 連続 と な る コン スト ラク ター ズ タ イ 
4 。 トル を 決め た 。 サ マ = デ プレ イク 明け か ら は フェ ラー リ に 押さ れ 気 味 だ っ た メ 
ル セ デ ス が 二 つ い に 逆襲 を は か っ て きた 。 
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スタ ー ト 直後 の 2 コー ナー で フェ ルス タッ ペン と 接触 し た 
フロ ント ウイ ング の 糞 端 板 を 地面 に こす りつ け な が ら レ 

後 、 風 圧 と 振動 に よっ て は じ け 飛ん だ パー ツ は 
の ミラ ー に ダメ ー ジ を 与え た も 
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2017 年 、 スー パー フォ ー ミ ュ ラ で チー ム メ イト の 関係 に あっ た ふた り が 、 鈴 
鹿 で 再会 し た 。 山 本 尚 貴 は 2019 年 の SF と GT500 の ダブ ル 王 者 と し て 、 ピ 
エー ル ・ ガ スリ ー は 異例 と も 言え る “シー ズン 途中 の 降格 処分 "に より トロ 
ロッ ソ か ら 再 起 を 痺 う クレ ギュ ラー ドラ イ バ ー と し て の 再会 だ っ た 。 ガ スリ ー 
の 本 音 と し て 貴重 な 走行 梓 を 山本 に 譲る こと は 抵抗 が あっ た は ず だ 。 し か し 、 
結果 的 に は 山本 の フィ ー ド バッ ク も 奏功 し て 8 位 入賞 を 果たし た 。 
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"エー ス ' の 戦線 離脱 に より 、 ホ ンダ の 思い 、 ファ ン の 期待 を 一 手 に 担う こと 
と ど 紹 訪 放 アレ クサ ンダ ー 霊 ア ル ボ ン 。 前 戦 ソ チ で も 見 せ た 「 一 撃 で 仕留め る ] 
会 心 の オー バー テイ ク 技 術 が 鈴鹿 で も 池 え 渡っ た 。 複数 回 に わた っ て 攻め あ 
ぐね て いる と 自ら の フロ ント タイ ヤ が オー バー ヒー ト 傾 向 に 見 舞 わ れる が 、 ア 
ル ボ ン は それ を よく 理解 し 、 一 瞬 で 、 本 能 的 に 、 相 手 を 仕留め る 。 シ ケイ ン 
の 観客 が 目 に し た の は 世界 最高 峰 の オー バー テイ ク 技 術 だ 。 
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セバス チャ ン ・ ベ ッ テ ル が 、 カ カ 昌 
得 し た 。 レ ッ ド ブル 時 代 に 幾度 と 想 
み 、「 神 の 手 に よっ て 作ら れ た コ 講 
褒め 称え る ほど 、 鈴 鹿 に 愛着 を 捕 
鈴鹿 で PP を 獲得 する の は 13 年 < 斉 
鹿 で PP を 獲得 し た の は 2012 年 以 
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大 型 の 台風 直撃 に も 
物怖じ し な い の が F1 チーム 


Text : 津川 哲夫 (Tetsuo Tsugawa) 


日 本 GP の 週末 に 台風 19 号 が 上 陸 す る と あっ て 、 チ ー ム スタ ッ フ は レー スウ 
イー ク が 始ま る 火曜 日 か ら す で に 抜か りな く 準 備 を 進め て いた 。 チ ー ム ス 
タッ フ に 聞か れ た の は | 大雨 が 隆 っ た 場合 | ピット に どれ くら い の 水 が 入る と 思 
5207 引 還 0 の Be ER ウリ クンニ 2 ド 00 た (月 2075 の 7 2 
の 進入 に 備え て 危険 物 は か さあ げ さ れ 、 非 難 さ せる 道具 類 は まとめ て お く 。 も ち 
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スタ クニ ド で ドウ ツン ナー ム の 泥 乱 に 宮 生 6 選 U 天 好 ズ スタ 語 


決め た の が 7 番手 スタ ー ト の カル ロス ・ こ 。 ペ 

ろ ん パ ッ キ ング ボッ クス の 準備 も 怠り な い 。 金曜 日 の 夜 に は 、 非 難 ボ ックス が ピ ンド 5 AKO チン に を 

こ 2 ジ 2 \ー ッ 5 3 圭 、 が 後方 か ら 師 い 上 げ て 、 功 みな ブロ ッ ク で 応戦 。 フ 

MM IIIRO ェ ラ ー リ を は じ め と し た ソフ トス ター ト 勢 が 苦戦 する な か 、 
保護 され 、 雨 漏 り の 可能 性 も 想定 済み 。 | 準備 が すご い ] と 伝え る と 「 何 年 鈴鹿 26 周 まで 持た せる タイ ヤマ ネジ メン トカ も 見 せ た 。 


で レー ス し て る と 思っ て る ん だ | と 返っ て きた 。 さ す が F1 チ ー ム で ある 。 


2 ーMLS2UUUMR の 6 細 王 生計 レク ンベルク 
10 位 で チェ ッ カ ー を 受け た ルノー だ っ た が 、 レ ー ス 後 、 レ 
ー シ ン グ ポ イン ト が ルノー の マシ ン に 規則 違反 が ある 疑い 
を 示し 、 抗 議 を 提出 。 詳 細 な 調査 は 今後 行なわ れる 。 決勝 
正式 リザ ルト は 出 て いる が 、 ふ た り の 順位 は 暫定 で あり 、 調 
査 の 結果 次 第 で 変わ る 可能 性 が ある 。 
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1DAY 開 催 で も 
変わ る こと の な い チ ー ム の 負担 
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Text : 津川 哲夫 (Tetsuo Tsugawa) 


曜日 に 予定 され て いた FP3 と 予選 の 中 止 に より 、 日 曜日 の 朝 10 時 か ら 予 

選 を 行ない 、14 時 10 分 に 決勝 レー ス が スタ ー ト する と いう 形 で 予定 が 変 
更 さ れ た 。 問題 は 予選 後 の 車検 だ 。 あ まり に も 短 時 間 で の 作業 に な る た め 、 か な 
り 大 変 な の か と 車検 場 の 担当 者 に 聞く と 「 や る こと は 同じ だ 。 予選 後 1 時 間 で ト 
ッ プ 10 の 再 車検 を し て 解除 。 そ の まま レー ス 。 大変 だ けど や れ ば で きる っ て 感 
じ だ な 。 や り た く は な いけ ど ( 笑 )] と 、 思 い の ほ か 余裕 を 感じ られ る 返事 が 返 
人 0 き =2 の 00 スタ 0 の 05 や る だ と 邊 同和 0 りく 8 
な いけ ど ね | と 、 同 じ よ うな 回 答 が 返っ て きた 。1DAY で も 仕事 量 は 変わ ら な い 。 
現場 の スタ ッ フ が 口 を そろ えて 「 や り た く は な い | と いう の も 納得 で きる 。 


前 戦 ロ ン ア GP で の 無線 発言 に より 
70 万 円 の 罰金 が 決定 
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Text : 津川 哲夫 (Tetsuo Tsugawa) 


ー ス の ギュ ンタ ー・ シ ュ タ イナ ー 代 表 が ロシア GP の 終了 後 、 無 線 を と お 
/ し て 競技 委員 を 旋 倒 し て し まっ た 。F1 は 紳士 の スポ ー ツ で ある た め 、 公 
共 の 放送 に 流れ る 無線 で の 諸 言 雑言 は 当然 ペナ ル テ ィ 。 シュ タイ ナー 代表 は 4 文 
字 ワ ー ド も 含め て の 批判 を 名 指し に 近い 状態 で 言っ て し まっ た た め 、70 万 円 を 
超え る 罰金 が 決定 し た 。 当 の 本 人 は | 無線 に 流れ て いる こと を 知ら な か っ た 」] と 
弁明 し た が 、 も ちろ ん 認め られ る は ず も な い 。 今回 は それ が 無線 で 流れ て し まっ 
22008 店 衝 E の (回 内 証人 40 も スパ ョ ウー ド の 000 りこ この 連 の つき 
の チー ム は 、 ド ライ バー と の 無線 通信 で も 毎 レ ー ス 、 お も し ろ ネ タ を 披露 し て く 
れる の で 、 個 人 的 に は 大 好き な の だ が 、 致 し 方 ある まい 。 
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混乱 と 疑問 が 残る 
FIA の 裁定 事情 
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Text : 津川 哲夫 (Tetsuo Tsugawa) 
2 た 2 ーー 
ッ テ ル の ジャ ンプ スタ ー ト に 関す る 区 否 両論 が レー ス 後 、 パ ドッ ク 内 で さ 
さや か れ て いた 。 前 戦 の ロン ア GP で は 昨年 まで フェ ラー リ に 在籍 し て いた キミ 
ョ ライ ヨネ ン が 今回 と まっ だく 同じ よう な シン シャ ンク スタ ニニ ト に より パルティ 
を 課せ られ て いた 。 そ れ に も か か わら ず 、 今 回 は お 答 め が な し と は 疑問 が 残る 裁 
定 だ 。 さ ら に は 、 も と も と 53 周 を 予定 し て いた レー ス に も か か わら ず 、52 周 で 
チェ ッ カ ー フ ラッ グ が 振ら れる 始末 。 FIA の レー ス ダ イ レク ター で ある マイ ケル 
・ マ ッ シ は いろ いろ と 説明 を し て いた 。 次号 の オー トス ポー ツ No.1518 で は 今 
回 の ドタバタ 劇 を も う 少 し 詳細 に お 伝え し よう 。 
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8 万 9000 人 の 悲鳴 と 歓声 
鈴鹿 は ドラ イ バ ー も 観客 も 虜 に する 


AL52K/g/ 


トヨ 


11kh / 13th Oct. 2019 


し 
ド 


多 > 

問 …、 

つ め 

昭 み 

S Ss 

* や G 

モ 

= >m[ 間 

む 

ョ 1J 

ご ー= く 

IN 

個 | 

IN 

へ 

回 | 

s 5 
る 


込め た 
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Photo : ダレ ン ・ ヒ ー ス (Darren Heath) 
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Text : 今宮 雅子 (Masako Imamiya/IRIS) 
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[ 尽 人 GS し G 提 UCSCO SG し 6 和 せ 人 
ST 公 下 シン” 環 務 さこ へ ADDr く で 旬 
っ へ いて ふ ャ キト 民 ひ 丸 時 心 会 下っ 
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S.!09 罰 2 


を くっ うり) で くさ 史 過 鷲 4 ば ー 回 つ 公 
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G く ハハ や 下 上 要 つじ Ln QN 
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こ ニーKI ト ト KS ふさ レ し じゃ や 崩 ご ょ JS や 妃 
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GSK ユ ユー し os や 引っ トー 避 血 
Oo て 必 へ KS で 8) っ nhJAJ8” ゴゴ 
性 で し じ せ 聖 拓 据 つ うく ペン へ や 
SOS 唱 財 つっ” や つ 骨 音信 公 
ゴ 攻 6 忠夫 4nO 刀 や 穫 I ト TA や BC 
8 っ ) つ 2Q。 YOQ け 下っ うふ て く 色 款 層 
で し っ や や 人 JJ6 困 豆 け 報 と る っ " 
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好 森 の 目 、 突 き 刺さ る 


題 DTM チー ム の 搬入 & 設 営 が 進む な か 、 ス ー パ ーGT マ シン の み の 占 有 セ ッ 
ショ ン が 1 時 間 x 2 枠 、 行 な われ た 。 ベ スト タイ ム は 37 号 車 ニ ッ ク ・ キ ャ 
シディ が 午前 中 に マー ク し た 1 分 30 秒 9 (編集 部 調べ )。 当 初 は この 日 の 走 
行 の 結果 を 見 て 週末 の BoP を 決め る と し て いた ITR だ が 、 結 局 BoP は な し ] 
と いう 方 針 に 。 調 午前 中 の セッ ショ ン を ピッ ト 裏 の スタ ジア ム セ ク ショ ン 
の コー ス 脇 で 眺め る ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ と 平川 亮 。 設 営 中 の DTM の 
チー ム ス タ ッ フ も 、 日 本 車 と 日 本 チー ム の 働き ぶり に 興味 津々 と いっ た 様子 。 
と くに “ 初 登場 "と な る NSX-GT に 熱 視線 が 注 が れ て いた 。 放 ダニ エル ・ 
フン カ デ ー ヤ 車 が ゼッケン 23 を 使用 し て いる こと か ら 935 番 を 付け て 参戦 を 
果たし た ニス モ 。 今回 の 要 端 板 は こん な 仕様 に (反対 側 は | 日])。 還 午 後 
の 走行 終了 後 、 ピ ッ ト レ ー ン で 雑談 する ジェ ン ソ ン ・ バ トン と トム ス 勢 。 走 
行 開始 直後 か の ら 、 ハ ンコ ッ ク タ イヤ へ の 戸惑い の 声 が 多く 聞か れ た 。 


いき な り の 試練 


証 走 行 開始 前 、 日 本 か ら 参戦 する 5 人 の ドラ イ バ ー の 記者 会 見 が 行なわ 
れ た 。 松 田 次 生 は 日 本 語 で 、 そ の 他 の ドラ イ バ ー は 英語 で 応対 。 現地 メ 
ディ ア か ら も 次 々 と 質問 が 飛び 、 今 回 の 参戦 へ の 注目 度 の 高 さ が 伺え た 。 
店 本 ウェ ッ ト で 迎え た FP1 開始 直後 、13 コー ナー で キャ シディ が クラ 
ッシュ し て し まう 。 フ ロン ト ま わり を 破損 し 、 こ の セッ ショ ン を 棒 に 振 
る こと に 。 そ の 10 分 後 、 今 度 は 次 生 が 同じ コー ナー で コー ス オ フ 。 ハ 
ンコ ッ ク の レイ ンタ イヤ の 扱い の 難し さ 、 そ し て 日 本 と は まっ た く 異 な 
る セッ ト ア ッ プ が 求め られ る こと に 、 各 陣営 は 頭 を 抱え た 。 午後 の セッ 
ショ ン は 、 一 転 ド ライ に 。 修復 間に合っ た 37 号車 を ドラ イブ し た 平川 、 
そし て ホン タダ 陣営 か の ら は 、「 ド ライ な ら 戦 え そ う | と いう 感触 が 漂っ た 。 
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路 動 する 世界 チオ チャン ヒビ オン 


証 雨 の 予選 、 
予選 中 の 内 圧 調整 を 成功 させ た NSX-GT 
の バト ン が 、6 番 グリ ッ ド を 獲得 する 。 バ 
トン は DRS を 欠く な か で 、DTM マ シン と 
バト ル を 繰り 広げ る 。SC で ギャ ッ プ が 詰 
まま 5 太 偽 入選 ( は ミ ルト ンク アァ アン の 
2 人 | (人 ド IC こ 0 の 
う 場 面 も 。 惜 し むら く は 慣れ な い ピ ッ ト 作 
末 @ 目 多 が 生じ くま ここ と くれ (も 
シン グル と な る 9 位 で フィ ニッ シュ を 果 た 
し た 。 一 方 LC500 の 平川 は 1 周 目 で ピッ 
RA 2 2 の の 
を 走っ て 上 位 を 狙う 作戦 。 し か し 思っ た ほ 
どの ペー ス を 維持 で きず 、SC 出 動 に より 


QF1 


| ] 


マー ロゴ ロロ Ox 


由 全 


一周 


ドラ イ の 決勝 と な っ た 土曜 日 。 


2 回 目 の ピ ッ ト ス トッ プ を 敢行 する も 、 上 
位 進出 は な ら な か っ た 。 調 今季 か ら 参 戦 
する アス トン マー ティ ン 勢 は 、 最 終戦 で も 
苦し い 戦い が 続く 。 こ の 週末 も マシ ント ラ 
ブル が 頻発 し て いた 。 軸 婁 最後 尾 グ リッ 
ド で 、 ト ヨタ の 高橋 敬三 氏 と 談笑 する 次 生 。 
異国 に 来る と 、 日 本 の 3 メー カー 間 の “ 距 
離 は 近く な る 。 し か し その 笑顔 は スタ ー 
トド 前 信 消え ん る こと フォ メー ン ョ ン ラ ッ 
2 コレ こら の ラー アン シク 
ト が 破損 。 低 回 転 域 を 使用 する へ ヘア ピン の 
影響 と 見 られ る 。 素早 い 修復 で 中 盤 に は コ 
ー ス イン する も の の 、 完 走 扱 い に は な ら な 
か っ た 。 還 ピッ トウ ォ ー ク は 決勝 直前 と 


RACE1 


いう こと も あっ て 基本 ドラ イ バ ー の 応対 は 
な い が 、 日 本 勢 の ピッ ト 前 も この 賑わい 。 
話 タ 方 ファ ン ゾ ー ン で 行なわ れ た オー ト 
クル ラッ 4 人 C ac2022 ジ ニン (6 ンタ ee の 
スー パーGT ドラ イ バ ー も 大 人 気 。 レ ー 
ス 1 ウイ ナー は 前 戦 で チャ ン ピ オ ン を 決め 
7 の 2 の 5 の レネ クア ベ ド DIMIG ほ ギ 
選 一 決勝 に か け て ほとん ど セ ッ ト ア ッ プ 変 
更 が で き な い 規則 。 雨 か の ら ド ライ に 変化 す 
る 計上 肌 の の 6 二 当 スペ ンション ニン オン トド 
リー (アー ム の ピッ クア ッ プ ポイ ント の 選 
定 ) な どか ら 、「BMW より アウ ディ の 方 
が コン ディ ショ ン 変 化 に 強い ] と の 定説 が 
証明 され た 形 と な っ た 。 
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[歴史 的 "直接 対決 "イン サイ ド ] 


共 情 の 雨 、 再び 。 


証 朝 一 番 で 、ITR の ゲル ハル ト ・ ベ ル ガ ー 代 
表 と 、GTA 坂 東 正明 代表 の 記者 会 見 が 行 な 


われ た 。 双方 と も に 今回 の イベ ント を 歓迎 し 、 


ここ が 「 第 一 歩 ] で ある こと を 強調 。 坂東 代 
表 が 、 こ の コラ ボレー ショ ン の 究極 形 で ある 


[ワー ルド カッ プ | な どの 夢 を 語っ た 一 方 で 、 


ベル ガー は この 先 の 展開 に つい て は 「 こ れ か 
ら も 、 ひ と つ ひ と つ 」 と 慎重 な 発言 に 終始 し 
た 。 坂東 代表 は 「 こ の 交流 戦 の 価値 が より 大 
きい も の に な る よう に 、 プ ロモ ー タ ー と し て 
作り 上 げ て 行か ね ば な ら な い | と 今後 の 課題 
を 語っ た 。 ス ター ト 直 後 、 キ ャ シン ディ は 
7 コー ナー で 他 車 と の 接触 か ら ク ラッ シュ 。 
早々 に レー ス を 終え て し まう 。 調 予選 、 決 
勝 と も に 雨 と な っ て し まっ た 日 曜日 。 ド ライ 
で 好感 触 を つか みか け て いた 日 本 勢 に と っ て 


は 、 憎 い 雨 と な っ て し まっ た 。 序盤 、23 号 
車 ア スト ンマ ー テ ィ ン が エン ジン ルー ム か ら 
白 煙 を 上 げ 、 レ ー ス は 赤旗 中 断 。 還 思 イ タ 
リア か ら 家 族 ら も か けつ け て いた クイ ンタ レ 
ッ リ だ っ た が 、 雨 で 苦戦 。SC 解 除 直後 の ピ 
ッ ト イ ン 義 務 が 認め られ ず に も う 一 度 ピ ッ ト 
作業 を 強い られ る な ど 、 最 後 は 周回 お くれ と 
な っ て し まっ た 。 婁 この 日 も 日 本 勢 最上 位 
と し て 、 バ トン が トッ プ 3 記 者 会 見 に 出席 。[「 べ 
スト は 尽く し た ん だ けど 、 雨 の な か で は 彼ら 
(トッ プ 3 勢 ) と の ラッ プ あ た り 93 秒 の 差 を 
埋め る の は 無理 だ っ た 」。 峰 レー ス の ウイ ナ 
ー は 、 ロ ッ ケ ン フ ェ ラ ー の グリ ッ ド 降格 ペナ 
ル テ ィ に より PP か ら ス ター ト し た アウ ディ 
の ニコ ・ ミ ュー ラー。 ア ウデ ィ 勢 が 表彰 台 を 
独占 し 、 シ ー ズ ン フ ィ ナ ー レ を 飾っ た 。 
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こぐ UN ら UY う 効 、 


履い て いる が 「 あ の と き は 温まり が 良く 
温まり ( 


S 月 の 直人 公 式 テ スト で も バハ シン ショ ッ ク を 
て すぐ に ピク が 上 由 C 


の (人 
グン ト が 


低 グ リッ プ を 前 提 と し た セッ ト ア ッ プ と 
ドラ イ ビ ン グ が DTM で は 追究 され て いる 
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ホッ ケン ハイ ムリ ンク は ドイ ツ の 中 心 都市 の ひと 
つ で ある フラ ンク フル ト か ら 車 で 1 時 間 半 ほど 南 
下 し た と ころ に 位置 する 。 森 の な か を 走る 長い 直 
線 を 3 つの シ ケ イン で つない だ “ 旧 コ ー ス ” を 
2002 年 に 改修 し 、 現在 の レイ アウ ト に な っ た 。 数 
字 は ロニ ー に よる ギヤ シフ ト の ガイ ド 。 
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[歴史 的 “直接 対決 "イン サイ ド ] 


ロニ ー 流 ・ ホ ッ ケ ン ハ イム の 走り 方 


“ 瑞 地 "ホッ ケン ハイ ム の コー ス を 、 スー パーGT ド ライ バー は どう 攻め た の か ? 
2 年 前 の デモ ラン 時 に も ステ アリ ング を 握っ た ニッ サン の ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ に 


金曜 日 の セッ ショ ン 終 了 後 に "攻略 法 " を 聞い た 


Text & Photo : 中 野 一 史 (Kazushi Nakano) 
Photo : 小笠 原 貴士 (Takashi Ogasawara) 


ーー で は 、1 コー ナー か ら 順 に 解説 を お 願 
喘 別 騙 ます 。 

ロニ ー : 1 コー ナー は 5 速 か ら 4 速 に 落と 
六 2 凡 る 誠 束 コー ナー で 、 ハ ンド ル を 切る 
タイ ミン グ が ポイ ント だ ね 。 難し い の が 、 
出口 の 縁石 。 内 側 、 外 側 と タイ プ の 違う ふ 
た つの 縁石 が 並ん で いて 、 段 差 も あっ て 、 
乗り 方 に よ に っ て は クル マ が すご く ボ トム す 


る 。 だ か ら 緑 石 に 乗る と き の 角 度 、 乗 る 量 、 


あと セッ ト ア ッ プ も 含め て 、 す ご く 嫌 な コ 
ー チ ナー で す ( 甘 )。 

ーー 木曜 午後 の セッ ショ ン を ここ で 見 て ま 
し た が 、3 台 の な か で ロニ ー 選 手 が 一 番外 
側 まで 使っ て いま し た 。 

ロニ ー : まぁ 確か に 外 ま で 行っ た けど 、 気 
持ち 良く は な か っ た 。 や っ ぱり ちょ っ と ボ 
トミ ング も あっ て 。 ど と こま で 行っ て も いい 


の か 、 ど こ か ら が 行き すぎ な の か 、 や っ ぱ 


り ち ょ っ と 悩み どこ ろ 。 

ーー 雨 の と きも 乗っ て いい ん で すか が ? 
ロニ ー : 僕 は ( 雨 で ) 乗っ て な いか ら 分 か 
ら な いけ ど 、DTM の オン ボー ド と か 開幕 
戦 の 動画 を 見 る と 、 ド ライ バー に よる みた 
いで すね 。 次 の 2 コー ナー は 5 速 か ら 2 速 
まで ハー ドブ レー キン グ 。 こ こ は 好 き な コ 
ー ナ ー。 次 の 左 (ター ン 4) が ある か ら 、 
完全 に は イン に つか な い 。 ブ レー キ 優 先 に 
し て 早め に クル マ の 向き を 変え る みた いな 
イメ ー ジ か な 。 で 、 意外と この 4 コー ナー 
が キツ いん で すね 。 タ イヤ が 温まっ て いな 
いと 、 リ ヤ が ズル ッ と 。 

ーー 思い っ きり アク セル を 踏め る わけ で は 
な いん で すね 。 

ロニ ー : (グリ ッ プ が ) ピー ク の と き は 行 
ける けど 、 タ イヤ が タレ た りす る と 全開 で 
行け な く な る か ら 、 難 し いね 。 次 の パラ ボ 
リカ (ター ン 5) は 結構 長い 左 コ ー ナ ー。 
6 コー ナー で は 6 速 か ら 1 速 ま で 落と し ま 
す 。 で 、 7 コー ナー は 全開 。 た だ 、 走 り 出 
し の 内 圧 が 低い と き は すご く ボ トミ ング す 
る 。 と くに フロ ント が 。 で も 内 圧 が 上 が り 
きっ て 車 高 が 上 が れ ば 、 す ご く イ ー ジ ー。 


8 コー ナー まで に 5 速 に 上 が り ま す 。 

ーー ター ン 8 は 雨 の と き な ど 、DTM の ド 
ライ バー で も 飛び 出す シー ン が 多く 見 られ 
まし だ 。 

ロニ ー : いき な りす ご く キ ツ く な る か ら ね 、 
出口 の と ころ で 。 き ちん と 向き を 変え な い 
と いけ な い 。 中 途 半端 な 向き で 立ち 上 が る 
と プッ シュ アン ダー が 出 て 、 は み 出 し ちゃ 
う 。 ウ エッ ト だ と さら に 向き を 変え づら い 
の で 要 注 意 だ ね 。 そ の 次 の 10 一 11 コー ナ 
ー も 難し いん で す よ 。 気持 ちと し て は 全開 
で 行き た く て 、 途 中 まで は 行け そう だ な っ 
て 思う ん だ けど 、 出 口 の と ころ で ちょ っ と 
ライ ン が 足り な く な る 。 で 、 こ こ に も 嫌 な 
縁石 が あっ て 。 

ーー ター ン 11 の 出口 、 外 側 。 

ロニ ー : そう 、 フ ラッ ト な 縁石 な ら 気 持ち 
良く 乗れ る ん だ けど 、 乗 りす ぎる と すご く 
跳ね る 。 今日 (金曜 ) の 午後 は すご い ア ン 
ダー ステ ア で 気持 ち 良 く 乗れ な か っ た けど 、 
ちゃ ん と バラ ンス が 取れ て いれ ば すご く チ 
ャ レン ジン グ な コー ナー で すね 。 毎 周 毎 周 、 
アク セル オフ の 瞬間 を 減ら そう 、 減 ら そ う 、 
CU いつ 

ーー セッ ト が 決ま れ ば 全開 で 行け る ん で し 
貞 の の 2 

ロニ ー : うー ん 、 多 分 無理 か な 。 


2 年 前 と は 異な る 感覚 


ーー ター ン 12 か ら は 道幅 が 狭く な り ま す 。 
ロニ ー : 僕 は ここ の コー ナー が 一 番 嫌 。 路 
面 の 舗装 が ちょ っ と 変わ る ん だ よね 、 こ の 
人 人 り 口 か ら 。 あ と 、 入 り 口 の 両側 に コン ク 
リー トウ ォ ー ル が 迫っ て き て いて 、 一 番外 
側 ア プロ ー チ し た いか ら ギ リ ギ リ ま で 左 に 
寄せ る ん だ けど 、 ウ ォ ー ル に 当たり そう に 
な る ( 笑 )。 そ れ に ター ン イ ン の ポイ ント 
が な か な か 分 か ら な い 。 目印 も な いか ら ね 。 
な お か つ 狭 く な る か ら ラ イン も ひと つ し か 
な いし 、 す ご く 難 し い 。 ち ゃ ん と タイ ミン 
グ を つか まな いと 飛び 目 し て う 。 と と は 道 
幅 が 狭い か ら イ ン 側 の 縁石 も 少し 踏む し 、 


立ち 上 が り ア ウト 側 の 縁石 も 使い ます 。 
ーー 日 本 勢 が 相次い で 飛び 出し て し まっ た 
19 ヨ ー チ ナー で す が 、 こ こ は パ ンク も 付い 
て いて 、 見 て いる と ドイ ツ 勢 は イン 側 ま で 
行か ず に 真ん中 か ら 外 を 走っ て いま す よ ね 。 
ロニ ー : 何 も 情 報 が な か っ た ら 、 僕 も 普通 
に アウ トッ イシ ・ ア ワウ トト で 走る と 思う ん だ 
けど 、 な ん で みん な そん な に アウ ト を 走る 
の か …… 正 直 に 言う と 、 僕 も みん な に 合わ 
せ て いる だ け ( 笑 )。 

ーー いま だ に 謎 な ん で すね 。 

ロニ ー : そう 、 ま た だ 謎 が 解け て な い 。 不 思 
議 な ムラ イン で すね 。 2 年 前 の デモ ラン の と 
き は いつ も の タイ ヤ (ミシュ ラン ) で 、 そ 
の と き は アウ ト ・ イ ン ・ ア ウト で グリ ッ プ 
も すご いあ っ た ん で す よ 。 で も この (ハン 
コック ) タイ ヤ だ と の 外 に 行く ほど バン 
ク の 角度 が 深く な る の で 、 "引っ か か り “ 
が 増え る 感じ な の か な 。 内 側 だ と バン ク 
(の 角度 ) が 少な い の で 。 真ん中 か ら 外 を 
走る と 、 ボ トム スピ ー ド を キャ リー で きる 
感じ 。 そ こ か ら 先 の 最終 コー ナー 部 分 も 、 
ちょ っ と チャ レン ジン グ 。 タ ー ン 16 一 17 
は バン プ も あっ て 、 路 面 も ちあ まり 良く な い 
か ら 最 後 ま で 気 は 抜け な いで すね 。 ターン 
17 の イン 側 は 縁石 を 使う 人 も いる みた い 。 
これ は 好み で すね 。 

ーー セッ ト ア ッ プ を する と き に 、 と くに 重 
視 す る コー ナー は あり ます か が ? 

ロニ ー : や っ ぱり まず は 1 速 ・2 速 の トラ 
クシ ョ ン が 大 事 か な 。 タ ー ン 2、6、8、 
それ ぞ れ の 立ち 上 が り の トラ クシ ョ ン が ポ 
トド ト だ と 過 う 。 て れこ きっ うき 言っ だ 中 1 
ョ ー チ テー、 1 コー チー、 あ と は 1 ヨー ナ 
ー も そう だ けど 。、 タ ウン フ ォ ー ス の パ バラン 
ス が 大 事 で 、 ア ンダ ー が 出 な いよ うに し な 
いと いけ な い 。 そ の バラ ンス を 取れ れ ば 、 
トー タル タイ ム が 速く な る 。 

ーー な る ほど 。 いま まで 走っ た ヨー ス だ と 、 
どこ に 似 て ます か ? 

ロニ ー : …… いや ぁ 、 ご うい う コ ー ス は ち 
よっ と 日 本 の サー キッ ト と か に は な いか な 。 


DTM マシ ン の 助手 席 を (大 雨 の な か ) 体験 ! 


そこ か ら 見 えた 景色 と DTM マン ン の ポテ ン シ ャ ル と は 一 一 


Text & Photo : 中 野 一 史 (Kazushi Nakano) 
Photo : 小笠 原 足 士 (Takashi Ogasawara) 


H 中 い 雨 が 叩き つけ る 、 寒 い 寒 い 日 曜日 。 
予選 直後 、 フ ァ ン ゾー ン に ある タク シ 
ー ラ イド テン ト の 裏 で “ベン ちゃ ん ” に 再会 
する 。 挨拶 を 交わ す な り 、「 こ ん な 天気 の 日 
は 何 が 起き て も 不思議 じゃ な いよ ね ぐー ( 笑 )」 
と こち ら を 不安 に させ る ベン ちゃ ん 。 今日 の 
タク シー ライ ド で は 、 ベ ン ち ゃ ん 運転 の 助手 
席 を 体験 する こと に な っ て いる 。 

テン ト で |「 ア ウデ ィ ・ ト ッ プ ・ サ ービス 」 
と いう ロゴ 入り の 耐火 スー ツ に 意 替 える と 、 
に わか に 気分 が 高揚 する 。 個 人 的 に は 、 こ れ 
まで WEC 富 士 の 際 な ど に プロ ドラ イ バ ー が 
運転 する 助手 席 を 経験 し た こと が ある が 、 よ 
く よ く 考 えて みる と それ ら は “ハイ パフ ォ ー 
マン スカ ー"、 つ まり し ょ せん は 市 販 車 だ っ た 。 
今回 、 目 の 前 に ある の は どう 見 て も “ホン モ 
ノ ” の レー シン グ カ ー。 聞け ば 、17 年 に 
DTM を 戦っ た レー スカ ー に 助手 席 を 取り 付 
けた も の で 、 4 2 V8NA エ ンジ ン 搭 載 、 公 称 
出力 は 540 馬 力 だ と いう 。 ヘ へ ヘルメット を 被り 、 
HANS を 装着 し て も ら う と 、 さ す が に 緊張 
感 が 高まる 。 

ピッ トロ ー ド で マシ ン に 乗り 込む 。 ロ ー ル 
ケー ンジ の 間 か ら 左 足 を ね じ 込 み 、 次 に 右足 を 
れれ て "の の あれ れ 、 頭 が 入ら な い 。 こ の 乗降 
性 の 悪さ が 、 ホ ン モ ノ の レー シン グ カ ー で あ 
る こと を 物語 る (単に 自分 の 身体 が 硬い だ 
け ? ) 。 な ん と か 身体 を 滑り 込ま せ 、 ベ ン ち 


ホッ ケン ハイ ム 取 材 に 赴 い た 編集 部 ・ ナ カノ が 


ブノワ ・ ト レル イエ の 助手 席 で 


国 め ホッ ケン ハバ ハイム を 体験! 


ゃ ん と 握手 し 「 ワ ン ハ ンド レ 
ッ ド ・ パ ー セ ント ・ プ リー 
ズ ! | と 伝え て 、 本 降り の ホ 
ッ ケ ン ハ イム に いさ 出陣 ! 

正直 に 言 お う 。 最初 の 感想 は | 速い | で も 
[怖い] で も な く 、「 か ゆい | だ っ た 。 V8 NA 
エン ジン が 発する 振動 が ダイ レク ト に 伝わっ 
て くる お 尻 が 、 半 端 な くむ ず が ゆい の で ある 。 
足 に 力 を 入れ て ちょ っ と お 尻 を 浮か す と 、 今 
度 は か か と に 同様 の か ゆ さ が 生じ る 。 思 わ ぬ 
と ころ で RS5 DTM の ハイ パワ ー を 実感 。 

な ど と 身体 を も ぞ も ぞ し て いる 間 に 、 マ ン 
ン は あっ と いう 間 に 2 コー ナー へ 。 立ち 上 が 
り で リヤ を スラ イド させ て くれ る ベン ちゃ ん 。 
これ は 楽し い ! 手 を 叩い て 喜び を 表現 し 、 
ふと ルー ム ミ ラー で ベン ちゃ ん の 表情 を 確認 
する と …… な ん と 真顔 。 え 、 も し か し て マジ 
で リヤ が 出 ち ゃ うく らい に 攻め て る の ? い 
や いや 、 安 全 に 細心 の 注意 を 払っ て くれ て い 
た の だ ろう 。 毎 レ ー ス 行なわ れる タク シー ラ 
イド で も 、 こ こま で の へ ビー ウエ ッ ト は これ 
まで あま りな か か っ た よう だ た 。 

な ら ば …… と 、 こ ちら も 下 面 目 モ ー ド " 
で コー ス を 体験 。 高速 の 1 コー ナ 
ー や 7 コー ナー で は ワウ エッ ト な が 
ら な か な か の 横 G が か か る 。 ロ ニ 
ー さ ん も 言う よう に (前 ペー ジ 参 
照 )、 進 信 ス ピー ド の 高 さ 、 入 り 


二 ク の 時 間 に 玉 


品 側 の コン クリ ー ト ウォ ー ル 、 そ し て 出口 側 
で 急 に 道幅 が 狭く な る 12 コ ー ナ ー は 、 一 番 
の 「 難 関 コ ー ナ ー」 に 思え た 。 な お 、 ス テア 
リン グ 上 の モニ ター に よれ ば 、 6 コー ナー 進 
入 直前 の 最高 速 は 230km /h。 そ こ か ら 身 体 
が 前 に 投げ 出さ れる ほど の フル 制動 を 経た 6 
コー ナー の ボトム スピ ー ド は 47km/h。 ア ウ 
ディ 発表 の 資料 に よれ ば 、 ド ライ で の 最高 速 
は 267km/h (DRS 使 用 で 278km/h) に 達 す 


る と いう 。 雨 が 憎い …… けど 、 雨 で 助かっ た 、 


の か も し れ な い 。 

2 ラッ プ を 終え て マン ン か ら 遺 い 出 る と 、 
気温 10 度 に も 関わ ら ず 全身 汗だく で ある こ 
と に 気づい た 。 興奮 の 証 だ 。 タ ー ボ 化 に より 
出力 が 上 が っ て いる 今季 型 マ シン は 、 こ れ の 
比 で は な いく らい 速い で あろ うこ と も 、 な ん 
と な く イ メー ジ で きた 。 素晴らし い 体 験 を あ 
り が と う 、 ア ウデ ィ & ベ ン ち ゃ ん ! 


で の お で の の の ゆで で の お お の の おお で の の の の さす ゆで の の で の の の の お のり の の で の の ひので りお の の の お お お の の ポ す の の の の お で の お の の の お の や 9 お で の で の の の お の お る の の は お の の の の おのおの お の の で の ひで お で で の お の お mhG で お で お の の る すき の の ゆ の の お で の お で の の ね のせ の お で りき る の 
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NTHEEDGE 


日 本 GP で の "前 例 " で F1 昇 格 ラ ッシュ が 到来 か 


Text : サム ・ コ リン ズ (Sam Collins) 


Photo : LAT 


Translation : auto Sport 


CC つ 中 エー 本 桂 OmGNー 
ヤー hi トト YK (Ln ) ー ゴ 民 
由 会 ロロ へ ・K 和 へ 必 更 国 0 じ 咽 
や 8 て ド ポー ドル ハハ に や" 招 岬 ひし レ 
骨 明 Q つ 公 で 87 代 会 設 マ て 回 
GL エー 祥 提 9” 記 @ 固 全 @p 下 外 
セ ぐ 0 や で っ SS で し うぃ G" 

4FMHhpK 一 ニー トド ーz// THIRD 仙 角 
せ G 志 ゴ 要 会 エー6LnL 9 提 村 NeD お 7 
Ln 孔 恨 く メー ミー 中 そ や へ に く ( の ココ ) 公 
St@ っ や 眉 4H き の 会 渦 且 SNe? 


GL エー ルレ ハハ し の の の ほ ペ ーH 過 
つむ で で SS ぐ SS うっ ” つ 公 つつ] で 
帝 揚 けり 他 因 Snw” 凸 且 角 や 
つ ン ′ 公 で で 他 っ ペー て ミ し SNGTJ ュ J 
EJCA'D た SS 

83 公 ^ つ シュ Jp で 更 ぐ S で で 


6” ゴ 届 8 思 性 OCGL ロ テー リロ 廿 披 


NetJJJ)6 二 で SS っ せ 特 687 うっ 心 
Sp” の 必 貴 村 Ne@ け 人 環 国 の 革 配 
し の コマ ハー て Am 十 ぎ ま エ ハ て 柚 


この 


ス (SL) ポイ ント は 38 点 。 


確定 し て お り 、SL ポ イン ト も 40 を 超え る 。 


以上 が 


今季 の SF で は ラン キン グ 6 位 


† で は 、2019 年 シー ズン 開始 時 点 で の 山本 の スー パー ライ セン 


に | 


こ 特 人 な っ た 集 
は 届い て いな か っ た が 、 


ー 


本 誌 No.1498 で 編集 部 が 独自 
時 点 で は ギリ ギリ 境界 線 ! 


シン 渦 落 公 和 SNeG 全 。 ゴ 任 の 時 ヘー 
に K ハ へ 台 環 骨 近 NSKー ペ ー 届 そそ ハロ 
まく よく こき 0 まで よく 40 で で 

| 民 R し 「 ゴ 作 せ 3Q 6)n2J 宮 眉 了 区 し 
っ Ne| っ っ 心 回 回 や S で 3 丸 選民 
し [エキ し 凌 つ し っ っ | 
っ Q 由 DS で 85 hJG 咽 融 弄 ド ト で て 
へ モミ ささ てく ミ 、 じ し ゃ や 癌 寺 つ し 介さ 区 
壮 8 拓 昧 ヤー ホー に ドモ ドーム 証 庄 <K 
( 且 逐 の 〇 ) し じ :p 層 で 二 守 4Q で NGTJ っ ) 
っ 3JS い ひい 公 。 坦 喉 Am 受 受 の 〇 
3s ゴ け バ 促 和 の コ 、* や Jet0 っ 
心 直 記 m 内 ロ 細 ひし っ ne" 

[<h 回 ′" ゴ 性 人 6 の コモ ャ ハー て 員 室 駐 つ 
の つ 絹 組 村 い 0 会 2D 心 会 名 二男 \ ら リロ 
S 刀 で レポ マハ て ロ S で 8G8^ ご 素 
民 並 理 貴 己 GKー ミ ー ト ドーz// TI 
路 雇 絡 ロ 回 会 只 衝 Q や 物 Jp” 本 
で GS の コモ ャ ハー て 叶 抽 喧 し ON6@ っ りつ っ 心 
崩 克 祥 」 

エー て G ユ ーKi ト て さ ふ ペー 松谷 
Ne レミ ・ じ ハゼ” 思 必 On 朗 に 沈 
uaNn 組 CT 

[人 $we!^ 受 受 の 〇 や 嘱 刻 品 7 
性 き の _ 眉 吐 村 KN@hJ っ ) 公 し レ %ON@] っ ) 
っ 心 寺 男 に つ 尋 " 且 且 の 〇 "人 JG 
未 師 会 じ wone 問 16 黒 回" FTJ6 王 民 
し 6 毅 加 < ベー ミー ドーz// HING 
映 33 む や 受 受 の 〇 せき バ の 時 OHG 
中 ミ て 、 唱 理 い 0” ゴ 必 日 の コ 癌 
組 NetJJ け つ 選 GS ON で Ln 
隊 信 か で や へ くく で 上 圭 し SN\@ 「 の OO の 
所 直上 選 つき お で SQ うっ | っ 心 
員 哉 "回 会 L ロ ーー ロゴ 拉 N@ り 玖 で 
いし ゃ 掴 皿 で ejpG し せく で っ? jp 
QOS” Ln 可 恨 の コ 入 層 吐 屋 NO っ )S で 
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2019 年 TCR ジャ パン オー バー オー ルポ イン トラ ン キ ング Top10 (第 4 戦 岡山 終了 時 点 ) 


サン デー シリ ー ズ 


_ No. Driver Points 。 Pos. No. Drver _ Ponts 
21 篠原 拓朗 に 7 コ 1 33 前嶋 秀司 (G) 74 
18 MM. ホー ソン 66 2 5 金丸 ユウ 7 
25 松本 武士 61 3 25 松本 武士 66 
52 密 山 祥 吾 58 4 52 密 山 祥 吾 59 
5 金丸 ユウ 45 5 21 篠原 拓朗 46 
19 HIROBON (G) 39 6 18 M. ホ ー ソ ン 38 
33 前嶋 秀司 (G) 39 4 19 HIROBON (G) 31 
72 YUKE TANIGUCHI (G) 36 8 23 YOSHIKI (G) 80 
62 塩谷 烈 州 (G) 15 9 62 塩谷 烈 州 (G) 1g 
10 23 YOSHIKI (G) 1 ら 9 72 YUKE TANIGUCHI (G) 1 ら 8 


※(G) は ジェ ント ルマン クラ ス 登 録 
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HO っ うっ 心 柚 民 RT 88 つ 7 人 A 了 
ロロ 日 へ せ 赴 卒 ・ 他 直紀 さっ 心 で で し せ 
っ" 下 まそ へ 抽 下 会 細 ン "ロー 
や 選 己 りつ じ 詳 令 *0 で し うぃ" 


下 そ で や 璧 唱 会 で だ 
っ ント 中 へ や で 
SS せい ミト レト し:p” 日 
ふも へ G ヤ ロー 
衝 2 和 ロー っ ) や 制 
っ 〇 の ぐ G 革 束 表 へ ロ へ SG" 

デー・QSG 必 作 や て そ 衝 へ や 入 一 素 
HAIA へ や 公 尋 IRMKS? 三 回 記せ 
喧 札 し せる っ 公 WG 中 軸 回 由 稔 し つ 
い 会 さて ミ ふ 昌 癌 寺 つ レン で ho? 

へ へ ペー6 下 せ 玖 で で 3 っ うっ 207 
理性 中 は ロ せ て トー こと 会 代 シン St? 
838 つ 7 選 い おそ 人 A へ 私 ペー モ G 嘱 
届 朋 皿 皿 せ ペー ネモ IhNG 選 窒 S9? 型 性 
環 3 旨 つつ し 販 斑 結 全 や 豆 っ 玖 心 会 尺 
ー リ へ し じ G 虹 敵 全 明 ン NG 虹 し せ 
民 記 けり SNe? て さ へ 羽 表 ン つ ” 遇 軸 規 
人 SQGZIN で て トド で 駒村 忠 つつ 
心 会 相 さ 6 財 由 人 SG うり 会 レ ONG“ 
Siw)^ OOGHAZAAS 和 ZIN て て 
ユ ト ヾ 会 全う っ 出芽 会 で ロ で で し 昌 で 7 
KKー ト て S 提 志太 革 つ し っ neG37 
量 回 居士 記 町 ふ ・ ド ロー 中 K 共 
ー ハ へ (ー・QS 個 尽き 収 玉 ペ ホー モモ) っ ) 
3 較 S し 表 隊 品 し SNe" 

加恋 4m で で Ko て INKZ27 AT 
3 の 瑠 マ ビ 6 氷 ” K ス ペーK し ゃ 志 臣 も 
で し っ IN@ で おしゃ さっ 公会 ン H 
AA へ で G く ロー 由 全 ntO? 日 
T 悦 避 ミド ttOH” 0 うっ 
品 け て NN 補 モ ュ ) つっ 心 詳 介 とせ で マン" 


ラリ ー 界 の 最高 峰 で ある 世界 ラリ ー 選 手 権 (WRC) に 参戦 する シ 
トロ エン は 、WR カ ー の 規定 が 大 幅 に 変更 され た 2017 年 に C3 WRC _ 500eug 
を 投入 。C3 WRC と な っ て か ら は トヨ タ や ヒュ ンダ イ な どの 後塵 を ー ラ 軍 ーー つ ^ 0 

拝 し て いる イメ ー ジ も ある が 、 毎 年 し っ か り 勝 利 を 挙げ て お り 、 今 
季 は 王者 セバス チャ ン ・ オ ジ エ が 復帰 し た こと も あっ て 、 開 幕 戦 モ 
ン テ カ ル ロ 、 第 3 戦 メ キシ コ 、 第 11 戦 トル コ で 優勝 を 飾っ て いる 。 


間 


C3 が 搭載 する 1.2 2 直列 3 気筒 DOHC ター ボ エ ン ジン の み 。 最高 出 力 110ps、 
最大 トル ク 205Nm と 、 カ タロ グ 上 の 数 値 は “普通 ' だ が 、 そ の 性能 は 国際 的 
に 高く 評価 され て お り 、2015 一 18 年 に 4 年 連続 で イン ター ナシ ョ ナル ・ エ ン 
ジン ・ オ ブ ・ ザ イヤ ー の 1.0 一 1.4 9 部 門 で 最 優秀 賞 に 輝い て いる 。 イン テリ ア 
カラ ー は グレ ー と アー バン レッ ド の 2 種 を 設定 。 ア ー バ ン レ ッ ド を 選択 する と 、 
水平 基調 の ダッ シュ ボー ド に 鮮 や か な 赤 が 差し 色 と な り 、 か な り エ ネル ギ ッ シ 
ュ な 印象 と な る 。 


S,0K277/7g 5,0K277/7g 


シト ロエン C3 主要 諸 元 そ が を を ル 勢 剛 KSY りん た の キ 明 エ な が し 
00 旨 29 剛 | 半 れ 大便 に 変 條 スル れ タ て だ か サッ 確 シ い ト て 
人 通 も 下 分 つ は 化 が ポ て ル 乗 | ` り スク に ジ ? が 
DINNISNISN AN 
ョ ノ 宮 ei こ イ 条 い 少 P 示 心 ン ン 品 州 受 
ら 楽 バレ し ス が な ` い イ さ 作 地 ル ピ く シン ッ 特 の も シ 
せ し | め ポ ` い ダ な に に が 剛 ン 言 ヨ は ト 性 古 簡 フ 
くみ が る 1 スマ ンク ク ク い 性 グ え ン 素 ル と い 単 ト 
ーーーーー い に 制 ? テ テ C ピ ルル ル い も は ば は 早 ペ マ A に ア 
の 
も な し 夫 に リ は グ は を 全 ス 分 う ワ フ " ル チ 車 シフ 
二 還 タ が よ 変 運 ン そ も 大 操 体 テ に か ッ ト を し そ フ す 
| る う 化 転 グ う 強 抵 る が ア あ り と な 踏 て の ト る 
了 動 方式 2WD (FP) ボ “と は す と い く < く 形 反 り リ る と し 印 みい も ダダ と 
トラ ンス ミッ ショ ン 6 速 AT が 思 大 る ペ う て 口 だ 応 ン “ 効 て 象 込 る の ウ - 
ーーーー ーー 一 ーーー 効 2 きる 多 し | の クウ いり て め し だ ン 速 
zap リ ン ク / ラッ ク & ピ ニオ ン / 電動 パリ ワー ステ アリ ング い ば い と ル ベ べ 次 ル て や ま て る ヽ ば が 孤 度 
サス ペン ショ ン 前 ノ 後 マク ファ ー ソ ンス トラ ッ ト プ トー ショ ン ビ ー ム 上 
ブレ ー キ 前 グ 後 ベン チレ ー テ ッ ド ディ スク ディ スク _ 方 ロ る / 有 鐘 半 ザ の ー リ ク て 
PS レ 6 い た いか 継 因 ザ ぎ 言 > い 元 
人 人 0 の 5S5Pte/20565n(6 >。=。=。=。=。 | 前 / 後 ” 205/55 R16 ノ 205/55 R16 る る 8 内 数 う 人 ER  / ら ヤ 上 0 
ニン ら が 冷 素 べ 3 ジウ ン 低 な 連 
0 
ェ ンジ ン 形式 ー ボ チャ ー ジ ャ ー 付 直列 3 所 人 J 共 う 2、 に / Ma い ご テア も いた 
ター ボ チ ャ ー ジ ャ ー 付 直列 3 DOHC な 分 3 が 考 C : い " ス ? な よ と の 確 イ 能 プ 分 め 
エン ジン 内 径 行程 75.0 ノ 90.5 mm ン ヶ 持 2 ト な 貝 2 高 ツ MA 
パス つ す は し うし ツ 押 い に れ 分 な く ト エ 費 
ク ポ 有 雰 べ ホ つい あ “の し こき 乗 て に デ な ラン は 
ト | 囲 て シ か っ る 基 イ つれ ずり い 実 が い ォ ン 恨 
カテ 気 の ダ リ た い 和 メ け 見 だ 心 る 用 イ "| ン < 
1 イ を 面 ・ と ス は 体 | が よ ? 地 ? 的 シ ム の は 
で * 楽 で ヴ 持 ポ 楽 カジ ま が 増 で も で の が 振 な 
あ を し 優 エ つ | し と は し し 殖 文 ち “ コ 古 動 い 
ーー - る 味 め れ ゼ て テ さ い 受 いな し 句 ろ 和 荷 ン い が し 
燃料 消費 率 (JC08 モ ー ド ) 18.7 km/6 5 わ る て ル い イヒ と うけ 張 デ す を ん 室 パ の 強 
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ルイ ス バス コ ン セ ロス @ Luis Vasconcelos 


Nationality : PORTUGAL 


Translation : 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
Photo : XPB 


フェ ラー リ は “内 戦 " 勃 発 を 避け られ る の が か? 


いま 求め られ る 強権 的 な 統治 


シー ズン 後半 に 最強 の マシ ン を 手 に 入れ た よう に 見 える フェ ラー リ 
勝て る マン シン を 手 に し た ふた り の ドラ イ バ ー は それ ぞ れ が 勝利 を 求め 、 対立 を 深め て いる よう だ 
チー ム 内 の 確執 は 、 か つて この 選手 権 を 制 し た ふた り の 世界 王者 の も の を 礼 入 と させ る 


休み 明け の フェ ラー リ の 躍進 は 、 人 々 の 

予想 を 超え る も の だ っ た 。 い まや 
SF90H は 、 ど ん な タイ プ の サー キッ ト で も 最 
速 の マシ ン ン だ 。 そ の ポテ ン シ ャ ル の 高 さ は 、 シ 
ャ ルル ・ ル クレ ー ル に よる ベル ギー と イタ リア 
で の 連勝 、 そ し て ベッ テル が シン ガ ポ ー ル で 挙 
けた 久々 の 優勝 に よっ て 証明 され た 。 


だ が その 後 の グ ラン プリ 、 と くに ロシア で は 、 


チー ム が ドラ イ バ ー を コン トロ ー ル で き て いな 
いこ と が 明る み に 出 た 。 ふ た り は 、 ア ラン ・ プ 
ロス ト と アイ ルト ン ・ セ ナ の 対立 を 初 徳 と させ 
る 状況 へ と 突き 進ん で いる よう に も 見 え 、 マ ッ 
ティ ア ・ ビ ノッ ト は 何ら か の ドラ ステ ィ ッ ク な 
手 を 打つ 必要 に 人 迫 ら れ て いる 。 


この グラ ンプ リ で フェ ラー リ に 起き た こと は 、 


も う 何 度 も 報じ られ て きた 。 チ ー ム は 、 ル クレ 
ー ル が オー プ ニ ン グラ ッ プ の ター ン 2 へ の アプ 
ロー チ で 一 旦 ベ ッ テ ル に 先 を 譲り 、 そ の 後 ど こ 
か で ボ ポジ ショ ン を 入れ 替え て 、 レ ー ス の 終わ り 
まで メル セ デ ス 勢 を 抽 える と いう 戦略 を 採用 。 
ふた り の ドラ イ バ ー も それ に 同意 し て いた 。 

ルク レー ル は 、 タ ー ン 2 へ の 進入 で オー バー 
テイ ク を 仕掛 ける ベッ テル に 抵抗 せ ず 、 背 後 の 
ルイ ス ・ ハ ミル トン を 抑え る 自分 の 役目 を 全う 
し た 。 そ し て 、 レ ー ス 途中 に 入っ た セー フ テ ィ 
カー が 退去 し た 後 、 ル クレ ー ル は 4 周 に わた っ 
て チー ム メ イト の 後方 を 走り な が ら 、 ハ ミル ト 
ン と の ギャ ッ プ を 2.5 秒 以上 に 広げ て 、 ベ ッ テ 
ル が 順位 を 戻し て くれ る の を 待っ て いた 。 

と ころ が 、 ベ ッ テ ル は 「 譲 られ な く て も ( ル 
クレ ー ル を ) 抜け た |] と 主張 し 、「 あ と 2 周 ほ 
ど 待 っ て メル セ デ ス 勢 と の 差 を 広げ よう 」 と 抗 
弁 。 そ し て 、 ル クレ ー ル が タイ ヤ の 劣化 に より 
遅れ 始め る と 、「 も う 離 れ す ぎ た | と 言っ て 約 
束 を 反故 に し た の だ 。 

これ に 対し て 、 ル クレ ー ル が 意外 な ほど 落ち 
着い た 反応 を 示す と 、 チ ー ム は 自分 た ちの 手 で 
この 問題 に 対処 する こと を 選択 。 フ ェ ラ ー リ は 
タイ ヤ が 消耗 し て きた ベッ テル を ステ イア ウト 
させ る 一 方 で 、 ル クレ ー ル を 僚 友 より 4 周 早く 
ビ ピット に 入れ た の だ 。 ア ンダ ー カ ッ ト に よっ て 


ポジ ショ ン を 元 に 戻し た の で ある 。 

その 後 ま も な く 、 ベ ッ テ ル が コー ス 上 に クル 
マ を 停め て リタ イア 。 メ ル セ デ ス の ドラ イ バ ー 
た ち は バ ー チ ャ ル ・ セ ー フ ティ カー 中 に ピッ ト 
に 入れ た た め 、 ル クレ ー ル は 優勝 を 取り 逃がし 
た 。 し か し 、 お か げ で ビ ノ ッ ト と フェ ラー リ の 
首脳 陣 は 、 別 の 難し い 状 況 に は 直面 せ すず に すん 
だ 。 も し 、 ベ ッ テ ル が リタ イア し な けれ ば 、 よ 
り フ レッ シュ な タイ ヤ を 履い た 彼 が 、 レ ー ス 終 
盤 に ルク レー ル を 抜き 返 そ うと する 可能 性 も 充 
分 に あっ た か ら だ 。 

多く の 人 が 、 ロ シア で の ベッ テル の 行動 は 、 
イタ リア で の 予選 Q3 で 裏切り と も 取れ る 行為 
を 見 せ た ル クレ ー ル に 対す る 報復 だ ろう と 考え 
て いる 。 ル クレ ー ル は Q3 の 最初 の ラン で チー 
ム メ イト の トウ を 得 て い な が ら 、 2 回 目 の ラ ン 
の アウ トラ ッ プ で 意図 的 に 遅れ を 取り 、 ベ ッ テ 
ル に トウ を 使わ せな か っ た の だ 。 

だ が 、 す べ て は 開幕 戦 の オー スト ラリ ア で 始 
まっ て いた と 見 る こと も で きる 。 レ ー ス 終盤 の 
数 周 の 間 、 ル クレ ー ル は ベッ テル の 後方 に と ど 
まる よう 命じ られ た 。 彼 が 急速 に 僚 友 に 追い つ 
き 、 タ イヤ も 新 し か っ た に も か か わら ず だ 。 


バー レー ン で は 、 ル クレ ー ル が 「 あ と 2 周 待 
て | と いう 指示 に 痛い て ベッ テル を 抜き 、 続 く 
中 国 で 状況 は さら に こじ れる こと に な っ た 。 ル 
クレ ー ル に 抑え られ て いる と いう ベッ テル の 訴 
え を 受け て 、 フ ェ ラ ー リ 陣営 は ルク レー ル に 僚 
友 を 前 に 出す よう に 伝え 、 彼 は 言わ れ た と お り 
に し た 。 と ころ が 、 ベ ッ テ ル の ペー ス は 思っ た 
ほど 上 が ら ず 、 ル クレ ー ル が 明らか に 昔 立 っ た 
口調 で 「 ど うす れ ば いい ん だ ?| と メッ セー ジ 
を 送っ た の に 対し 、 チ ー ム は 何 の ア クシ ョ ン も 
取ら ず に 放置 し た 。 

と も あれ 、 い まや フェ ラー リ の ふた り の ドラ 
イ バ ー が 、 ビ ノッ ト の 指揮 を 公然 と 無視 し て い 
る の は 明らか で あり 、 し か も そう し た 一 連 の 行 
為 に 対し て 何 の 罰 も 受け て いな い 。 今後 、 両 者 
の 確執 が さら に エス カレ ー ト すれ ば 、 彼 ら の ガ 
レー ジ は 内 戦 状態 に な る だ ろう 。 ビ ノッ ト と し 
て は 、 ア ブダ ビ で の 最終 戦 ま で 強権 的 に チー ム 
を 統治 し て 、 ド ライ バー た ちの 言い な り に は な 
ら な いこ と を 行動 で 示す し か な い 。 た だ 、 実 際 
の と ころ 、 そ れ は 口 で 言う ほど 簡単 で は な い 。 
2 頭 の 雄 牛 を 同じ 場 に 放 て ば 、 闘 邊 士 は トラ ブ 
ル に 陥る に 決ま っ て いる の だ 。 


ンー ンー ニー ニテ ェ ア ニ フン ウラ ァ ニ デー アデ デア ン テ デ ーー テー ニー アテ テテ デ テー ーー アニ テー アニー ンー アン アァ ンー ニー 
アフ アク クン シイ シン アン クン イン ン の ウン バン クン ィ ク ブ ャ ク ァ フン ン ア の ァ ン の 
- ノン ラン レン レン ルン アン タク ンク ク フ クン アン ルン ンス 2 
カン ジン クル クン アア ンク アン ン ソ フン ジフ イケ ン ン 
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各国 モー ター スポ ー ツ 最新 事情 Lap.171 


他 者 と 情熱 を 分 か ち 合 う コ レク ター の 心意気 に 感動 


ルネ ・ デ ・ ブ ー ル 


Rene de Boer 

DTM、 WEC、WTCR や 各種 耐 外 レー ス を メイ ン に 
取材 。 ス キー 競技 の ライ ター 業 も こなす ドイ ツ 在 住 
オラ ンダ 人 ジャ ー ナ リス ト 。 


モー ター スポ ー ツ が ビジ ネス と し て 成立 する よう に な っ て 以降 、 カラ ー リ ング その も の が 有名 に な る ケー ス も 多い 


その な か で も 特に 長い 歴史 を 持つ ガル フカ ラー( 


Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 
Photo : Rebooar 


エン ツ ォ ・ フ ェ ラ ー リ は 、 か つて こう 語っ た 
回 言 700G0U' の 5 

| レーシング カー に 美しい も 醒 い も な い 。 勝つ 
(GE NANO の | 

彼 は 確信 を 持っ て そう 発言 し た に 違い な か っ 
た 。 彼 は 勝て る レー シン グ カ ー に 精通 し て お り 、 
自身 が 手がけ た り 、 製 作 を 委託 し た マシ ン の 複 
数 が 、 史 上 最も スタ イリ ッシュ な マン ン に 含ま 
れ 0 の SG ん あえ る 2 夫 に つり いも 礁 か ^ 
国際 寺 NgU7EUDECUVCNUIN 

フェ ラー リ は 自分 の マシ ン に スポ ン サ ー を つ 
ける こと を 好ま な か っ た こと で も 有名 だ が 、 ス 
ポン サー の カラ ー リ ング が 、 有 名 な レー ン ン グ 
カー の 知名 度 を さら に 高め る こと が ある の も 事 
実 だ 。 そ の 最たる 例 が 、 ガ ルフ 石油 の ブル ー と 
オレ ンジ の コー ポレ ー ト カラ ー で ある 。 
今年 で 誕生 50 周 年 を 迎え た ポル シェ 917 の 
真っ 白 な カラ ー リ ング は と て も 美しい 。1969 
年 に FIA の ホモ ロ ゲ ー シ ョ ン 審 査 を 受け た 際 は 
白い マシ ン が 25 台 な ら び 、 翌 年 に し ・ マ ン 24 
時 間 を 制 し た も の は 赤 と 白 の カラ ー リ ング だ っ 
た 。 そ れ で も 、917 の カラ ー リ ング と し て 最も 
多く の 人 々 の 記憶 に 残っ て いる の は 、 ガ ルフ カ 
ラー な の だ 。 も ちろ ん 、 映 画 | 栄 光 の ル ・ マ ン 』 
に ガル フカ ラー の 917 が 登場 し た こと も 影響 し 
て いる が 、 カ ラー リン グ そ の も の が マシ ン を 美 
し く 見 せる 効果 が ある と 言わ ざる を 得 な い 。 
クウ (00 こ k4ES く SO 邊 に / の りり) SE 
さま な カテ ゴリ ー で スポ ン サ ー を 務め て き て い 
る 。ROFGO コレ クシ ョ ン を 訪れ て みれ ば 、 そ 
の こと が よく 分 か る 。 こ こ は 今 年 9 月 に 正式 オ 
ー 有 ンク リ ー < リク クー < 
業 家 、 そ し て アマ チュ アレ ー サ ー で も ある ドイ 
ノバ の 回 直久 語 で See ルレ 
・ マ ン 24 時 間 で 勝利 を 収め た ダン カン ・ ハ ミ 
り リン の GT UP レーン レク 
ィ ー ラ ー を 営む エイ ドリ アン ・ ハ ミル トン が こ 
の 10 年 間 に 収集 し た 合計 約 40 台 も の コレ クン シ 


こ 弥 られ た マン シン た ち を 集め た ギャ ラリ ー が 、 


ョ ン が 展示 され て いる 。 場所 は ロン ドン か ら 南 
西 に 約 2 時 間 、 ハ ンプ シャ ー 州 の 小さ な 村 の 外 
れ 。 知っ て いな けれ ば 、 こ ん な 施設 が ある な ど 
OAI 200 2 27 5 

コレ クシ ョ ン が 展示 され る 最初 の 部 屋 に 足 を 
踏み 入れ る と 、 当 然 の こと な が ら 、 ほ と ん どの 
マシ ン に ブル ー と オレ ンジ の カラ ー リ ング が 施 
に KU の SS の (DPM 
908/03 と 1971 年 の し ・ マ ン 24 時 間 レ ー ス で 
2 位 入賞 を 果たし た 917 も 展示 され て いる 。 こ 
の 2 台 は コレ クシ ョ ン の な か で も 、 非 常に 貴重 
な も の だ 。 ほ か に は 今年 の スパ 24 時 間 で 優勝 
し た ポル シェ 911 GT3 RH な ど 、 さ ま ざ ま な メ 
ー カ ー の GT3 マ シン な ど が 鎮座 し て いる 。 
次 の 部 屋 に は 、1960 年 代 終 盤 か ら 1970 年 
代 初 頭 に か け て の CanAm マ シン か ら イ ン デ ィ 
の 計 二 国 2 クン (0 この hG 二 き さま さま の タ 
イプ の マク ラー レン が 展示 され て いる 。 ま た 、 
20 台 し か 製造 され な か っ た ミラ ー ジ ュ ・ フ ォ 
= コッ ドラ クコ イー ド や リウ ルン ノッ リク パリ ルク ド 


最近 イギリス で 正式 オー プン を 迎え た 


ライ ブ し た ラル ト の F3 マ シン な ど 、 い ずれ も 
ガル フカ ラー を まとっ た 珍し い マ シン も ここ で 
見 る こと が で きる 。 

個人 的 に は 、 優 勝 し よう が し まい が 関係 な く 、 
いか な る タイ プ の マシ ン で あっ て も 、 ガ ルフ カ 
ラー に 彩 ら れ た レー シン グマ ン ン は 非常 に 美 し 
Wa 感 し いる し 5 こき だ っ た だ た 当 当 ルク 
ショ ン は 一 般 公 開 さ れ て いな い が 、 オ ー ナ ー の 
ゲー テ は 2020 年 2 月 に ドイ ツ の シュ ツ ッ ト ガ カ 
ルト で 行なわ れる レト ロ ・ ク ラシック ス を 度 切 
り に 、 少 な く と も 年 に 一 度 は ふさ わし い イ ベン 
ト で 展示 、 あ る い は コレ クシ ョ ン の マシ ン を レ 
志 ク 0 人 日 の し 22 ラル 0 (00 OR の 
ae 且 al レク ン 6 二 
堂 に 集め て くれ た 。 歴史 を 刻ん だ レー シン グ カ 
ー は も ちろ ん の こと 、 ス ケー ル モ デ ル を 持っ て 
いる だ け で も 多く の 人 は 幸せ を 感じ る も の だ 。 
この よう な 情熱 を 持ち 、 さ ら に それ を 他 者 と 分 
か ち 合 お うと 思っ て いる 人 が いる 。 私 は その こ 
と に 猛烈 に 感動 し て いる ! 


ROFGO コ レク ショ ン に 展示 され て いる 917 ( 奥 ) と 908/3。 オ ー プ ニン グセ レモ ニー は グッ ドウ ッ ド ・ リ バイ バル の 直前 に 行なわ れ 
た た め 、 今年 の スパ 24 時 間 を 制 し た リヒ ャ ルト ・ リ エ ツ 、 マ イケ ル ・ ク リス テン セン 、 ケ ビン ・ エ スト レ な ど 多 く の 関 係 者 が 出席 し た 。 
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ms ) 難し すぎ ませ ん か 。 


Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) 


全日 本 スー パー フォ ー ミ ュ ラ 選手 権 の 岡山 戦 
で KONDO RACING の 山下 健太 が 初 優勝 を 遂 
げた 直後 、 取 材 の た め に パドック へ 向かっ た ぼ 
く は 、 た また ま 現 場 で は 知ら ぬ 人 間 は いな い 国 
内 レー ス 界 の 主要 人 物 に 出くわし た 。 そ の ル 人物 
は 開口 一 番 | この レー ス 、 分 か り づ らい よね 」 
と ば ぼや いた も の だ っ た 。 

じつは この ぼく も 、 山 下 の 初 優勝 は 祝福 し た 
が っ た が 、 ど こ か 心 の な か モヤ モ ゼ し た モラ 
が あっ た の で 、 複 雑 な 気持 ち で いる の は 自分 だ 
け で は な か プ ご たん だ 、: と 少 じ 寒 心 区 た 。 

と に か く 最 近 の レー ス は 難し い 。 各 チー ム の 
実力 が 高い レベ ル で 伯 仲 し た 結果 、 き わ め て 小 
さ な 条 件 の 変化 に 適応 する た め の 戦 略 が 勝敗 を 
左右 する よう に な り 、 コ ー ス 上 の クル マ を 眺め 
て いる だ け で は レー ス 展 開 が 分 か ら な く な っ て 
し まう か が からだ 


AM 


あの の 
ー し 一 革 
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Text : auto Sport 
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p36 で も 登場 し て くれ た ブノワ ・ ト レル イエ は か 
Ii 目 相 I6 売 2 プア ッ プ の きつ かり を つか が 、 

本 交 M 昌 売 人 へ 沙 ほ 夫 分 守 。 目 本 ぐ で の ラス ト 
レー ス は 1 1 年 の スー パーGT 最 終戦 で (厳密 に は 
閉幕 後 の 特別 戦 も 出場 ) 、 優 勝 で 日 本 で の キャ リ 
ア を 締め くく っ て いた 。 だ が 、 こ の と き タ イト ル を 
争っ て いた 柳田 プク イン タレ ッ リ 組 が 2 位 に 入っ 
て 初 戴冠 。 シ ー ズ ン 3 勝 を 挙げ な が ら も 2 度目 の 
タイ トル は な ら な か っ た 。0G6 年 FN 王者 の トレ ル 
イエ は この 年 ル ・ マ ン で 初 優勝 を 挙げ ける と 、 以 降 
3 度 耐 久 ク ラシック を 制す る こと に 。 来 月 、 久 々 
の 目 本 で どん な レー ス を 見 せ て くれ る か 楽し が だ 。 
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近年 の スー パー フォ ー ミ ュ ラ で は で きる 限り 
長く ソフ ト タ イ ヤ で 周回 し 、 ミ ディ アム タイ ヤ 
で の 周回 数 を 極力 減ら す の が 基本 的 な 戦い 方 だ 。 
当然 ロン グラ ン の 間 は 燃費 走行 を 強い られ る こ 
と に な る 。 し か し 、 こ れ で は せっ つか く SF19 を 
"クイ ッ ク & ラ イト " に 仕上 げ て も その 綴 力 が 
阻害 され て し まう し 、 そ も そ も ス ター ト 1 周 で 
ピッ トイ ン す る の は レー ス と し て どう な の か と 
いう 声 も 多かっ た 。 

そこ で 持ち 出さ れ た の が 今回 の 特別 規則 で 、 
レー ス 中 に 1 回 義務 づけ られ て いる タイ ヤ 交 換 
の た め の ピ ッ ト 作 業 に つい て と いう も の だ 。 
[先頭 車両 が 10 周 目 の 第 1 セー フ テ ィ カー ライ 
ン を 通過 し た 時 点 か ら 、 先 頭 車両 が 最終 周回 に 
入る まで に ピッ ト 作 業 を 完了 し て いな けれ ば な 
ら な い | と 定め られ た 。 

と ころ が この 条文 が レー ス を 良く も 悪く も 難 


ーー コ 1( い 


し くし て し まっ た 。 要 する に スタ ー ト し た ら 10 
周 は 続け て 走れ 、 と いう 話 な の だ が 、 小 林 可 夢 偉 
の よう な 裏 技 を 禁止 し て は いな い の で 、 レ ー ス 展 
開 が や や こし く な っ た 。 今回 レー ス を リア ル タ イ 
ム で 観 て いて 、 叩 産 に コー ス 上 で 何 が 起き て いる 
の か 理解 で き な か っ た 人 間 は 結構 多い の で は ある 
まい か 。 

じっくり 考え て 理 届 を 理解 すれ ば 、 い ろ い ろ な 
思惑 が 絡ま り 合 っ た レー ス の 意味 が 分 か り 、| そ 
れ を くぐり 抜け て 勝っ た 山下 選手 は すご い 、 オ メ 
デ ト ゥ ウ 」 と 思え る 。 で も 良かれ と 思っ て 決め た 特 
別 規則 が 、 か えっ で 戦略 を 複雑 に し て し まい | と 
を 5I@ 台 寺下 は 勝 や た ん だ っ け ? |] と まる で 手 
品 の ネタ 明か し を 見 て 納得 する よう な 、 あ えて 言 
うな ら は 若干 興ざめ な 気分 に な っ た の も 事実 だ 。 
や っ ぱり 手品 は その 有 瞬間 に |「 ウ ワー ! |」 と 驚き な 
が ら 観 た いで は な いか 。 

窟 29589 い いつ てき 応 ま の ウル マ で どう や っ た ら 
クイ ッ ク & ラ イト 性 を 最大 限 に 引き 出し て 、 人 迫力 
満点 の スリ リン グ な レー ス を 実現 する の か と 言わ 
れ た ら ぼ ぽく に は 答え が な い 。 現代 の モー ター スポ 
ー ツ エン ジニ アリ ング は 、 単 純 な ば ぼく の 脳みそ の 
パワ ー を は る か に 超 えた レベ ル で 戦っ て くれ る の 
で 付い て いく の が 大 変 だ 。 頭 の 柔軟 な 若い ファ ン 
が いま の 複雑 な レー ス を 楽し ん で くれ て いれ ば い 
いん だ が 。 
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F1 ハー ス の ロマ ン ・ グ ロー 
ジャ ン が ロシア GP の オー プ ニ ン グラ ッ 
プ で 他 車 と 接触 し 、 リ タイ ア を 喫し た こ 
と を 受け 、 ド ライ バー た ち に 対し 1 周 目 
は より 慎重 に レー ス を する よう 提案 し た 
と の 報道 
商店 【d: 讐 議 マソ ダ ・ モ ー タ ー ス ポー 
新型 TCR マシ ン 「 マ ツ ダ 3 TCR を 世 
界 初 公開 


10/2 [wed 


INDY 2020 年 か ら 導入 予定 の エ 
アロ スク リー ン 型 ドラ イ バ ー 保 護 デ バイ 
ス の 初 テ スト を イン ディ アナ ポリ ス ・ モ 
ー タ ー ス ピー ドウ ェ イ で 実施 。 チ ッ プ ・ 
ガ ナ ッ シ ・ レ ー シ ン グ の スコ ッ ト ・ デ ィ 
クソ ン と チー ム ・ ペ ンス キー の ウィ ル ・ 
パワ ー が ドラ イブ 
11 月 下旬 に 富士 スピ ー ド 
ウェ イ で 開催 され る 人 喧 パー GT 
DTM 特別 交流 戦 】] に 、BMW 陣 営 の ひと 
り と し て 、 小 林 可 夢 偉 が BMW _M4 
DTM を ドラ イブ する こと が 明らか に 
画 に 二 位 レシ ボレー、 ケ ネ デ ィ 宇 宙 
セン ター で 新型 LM GTE マ シン 「 シ ボ 
レー・ コ ル ベ ッ ト C8.R」 を 公開 。 来 年 

に 開催 され る IMSA ウェ ザー テッ ク 

スポ ー ツ カー・ チ ャ ン ピ オ ンシップ 開 

幕 戦 デイ トナ 24 時 間 で デビ ュー へ 


10/3 thu 

F1 242SIS ラ 00762.32 
ー プ 、2021 年 の エン トリ ー に 関し て 複 
数 団体 か ら 関心 が 寄せ られ て いる も の の 、、 
“本格 的 な 議論 "は 行なわ れ て いな いと 
の 声明 を 発表 

1 カン ポス ・ レ ー シ ン グ の 
助け を 借り 、 新 た な スペ イン 系 チー ム が 
F1 参戦 を 計画 し て いる と の 報道 

F1 ルノー の マネ ー ジ ング デ 
ィ レ クタ ー を 務め る シリ ル ・ ア ビ テ ブー 
ル が 、 マ クラ ー レ ン と の パワ ー ユ ニッ ト 
供給 契約 が 終了 し た 件 に つい て コメ ント 。 
ルノー 側 は マク ラー レン と の 技術 パー ト 
ナー シッ プ の 拡大 を 望ん で いた が 、 マ ク 
ラー レン は 関心 を 持た な か っ た こと を 明 
ら か に 

FE ペン ジコ 26 シェン 
・ ベ ン ツ と パー トナ ー シ ッ プ 契 約 を 結び 、 
2019/20 シー ズン は 同社 か ら パ ワー ト 
レー ン 供 給 を 受け る こと を 発表 
最終 戦 の 舞台 ホッ ケン ハ 
イム で 、3 台 の GT500 マ シン が 初 走行 
を 実施 
由 | :( 症 第 12 戦 イギリス デイ 1 
SS1 が 行なわ れ 、 ク リス ・ ミ ー ク ( ト 
ヨタ ・ ヤ リス WRC) が 総合 首位 に 立っ た 。 
2 番手 に ティ エリ ー・ ヌ ー ビ ル (ヒュ ン 
ダイ i20 ク ー ペ WRC)、 3 番手 に WRC2 
クラ ス に 参戦 する ペタ ー・ ソ ルベル グ ( フ 
ォ ル クス ワー ゲン ・ ポ ロ GTI R5) 
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F1 世界 モー ター スポ ー ツ 評 
議会 (WMSC) が 開か れ 、2020 年 の 
開催 日 程 が 承認 され た 。 来季 は 史上 最多 
と な る 全 22 戦 の 開催 と な る 一 方 、 開 幕 
前 に は 3 日 間 テ スト が 2 度 の み と 、 公 式 
テス ト の 日 数 が 削減 され た 

F2 今季 ドラ イ バ ー ズ タイ ト 
ル を 獲得 し た ARHT グ ラン プリ の ニッ ク 
・ デ ・ フ リー ス 、 来 季 の F1 昇格 の 可能 


※ こ の ペー ジ の 情報 は 10 月 12 日 ( 土 ) 時点 の も の で す 


ort sz BEFORES&AFTER 


前 号 に 問 に 合わ な か っ た こと 、 


今 号 に 載せ きれ な か っ た こと 、 次号 ま で の 予定 まとめ 


性 を 模索 し た も の の 、 シ ー ト は 獲得 で き 
な か っ た こと を 明らか に 

EE WMSC で 2019/20 年 シ 
の 3 月 

に 開催 予定 だ っ た 香港 E-Prix が 消 減 

還っ 第 12 戦 イギリス デイ 2 
SS2>10 が 行なわ れ 、 オ イィ イット ・ タ ナ 
ッ ク (トヨ タ ・ ヤ リス WRC) が 総合 
9 アァ た に 問 コー ンー ロン ョ シリ 
ジョ (ンド 自 時 と 63UWRG) 83 背 手 ( 
に 
還 記 いい 引 識 WMSC で 育成 カテ ゴリ ー 
四 ら 00 の 分 更 か 示 20I9 年 に 
「WRC2 プロ | と 称 さ れ て いた クラ ス は 
2020 年 か ら 「WHRC2」 へ 、 現 在 の 
「WRC2」 は 「『WRC3」 へ と 改称 へ 


| オー トス ポー ツ 」 No.1516 発売 
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還 記 / ゴ e 夢 較 第 2 戦 富 士 6 時 間 予選 
TOYOTA GAZOO Racing の 8 号車 
TOYOTA TS050 HYBRID (セバス チ 
ツリ ッ ラミ や 5 タレ ンド シィ 
ハー トレ ー) が ポー ルポ ジ シ ョ ン を 獲得 
国語 ii, 蘭 較 最終 戦 ホ ッ ケ ン ハ イム レ 
II 間 レ イ ョ ラ スパ トド 2 ウチ IIRSI5 
DTM) が 優勝 。2 位 に マル コ ・ ヴ ィ ッ 
トマ ン (BMW M4 DTM) 、3 位 に マ 
ク ・ ロ ッ ケ ン フ ェ ラ ー (アウ ディ RS 5 
DTM) 

還 に ( 引 識 第 12 戦 イギリス デイ 3 
SS11 一 17 が 行なわ れ 、 タ ナッ ク が 総 
合 ト ッ プ の 座 を キー プ 。 2 番手 に ヌー 
ル 、 3 番手 に オジ エ 


10/6 [sun] 
還 記 コッ 玉 議 第 2 戦 富 士 6 時 間 決勝 
TOYOTA GAZOO Racing の 8 号車 
TS050 HYBRID が 優勝 。2 位 に その 僚 
友 7 号車 TSO50 HYBRID (マイ ク ・ コ 
ン ウ ェ イ ン 小 林 可 夢 偉 プ ホセ ・ マ リア 
中 za レベ ペリル レン リ ンコ レー シン 
グ の 1 号車 レベ バリ オン R13・ ギ ブ ソ ン ( プ 
ルー ノ ・ セ ナグ スタ ボ ・ メ ネ ゼ スン ノ 
ー マ ン ・ ナ ト ) 
還 / 較 剛 最 終戦 ホッ ケン ハイ ム レ 
ー ス 2 二 コ ・ ミ ュ ラ ー (アウ ディ RS 5 
DTM) が 優勝 。2 位 に ロッ ケン フェ ラ 
ー (アウ ディ RS 5 DTM)、3 位 に ラス 
ト が 入っ た 
由 上 |: 第 12 戦 イギリス デイ 4 
SS18<22 が 行なわ れ 、 タ ナッ ク が 優勝 。 
ら 位 ヌー ピ ビル 83 位 に オン ョ 


10/7 [mon1 


F1 に 。 ジーパ バー ラ ィ ー 
生還 Nal 且 人 INS000 の ラバ の クタ 
イト ル を 獲得 し た 山本 尚 貴 が 、 日 本 GP 
の 金曜 日 に 行なわ れる FP1 に トロ ロッ 
ソン が か ら 軸 走る こと が 発表 に 

F1 較 回 回 2(0 の ーー9SNaie 
を 務め る フラ ン ツ ・ ト スト 、 日 本 GP の 
FP1 で 走行 する 山本 に つい て 「 素 晴らし 
い 仕 事 を し て くれ る と 確信 し て いる | と 
ヨメ ンド 

HNDDYW' エア ロス クリ ー ン 弄 保 護 
デバ イス の 2 回 目 の ト ラッ ク テ ス ト を バ 
ー バ ー・ モ ー タ ー ス ポー ツ パ ー ク で 実施 。 
2 の ロバ ハン ン の レタ ショ ロン / 
ジェ ノー が 走行 を 担当 


10/8 rte」 


F2 第 9 戦 ベ ルギー で の クラ 
ッシュ で 重傷 を 負っ た ザウ バー・ ジ ュ ニ 
ア チ ー ム の ファ ン - マヌ エル ・ コ レア が 
イン スタ グラ ム に 動画 を 投稿 。 事故 で 亡 
く な っ た アン トワ ー ヌ ・ ユ ベー ル へ 哀悼 
の 意 を 表す る と と も に 、 こ れ ま で の 支援 
に 対す る 感謝 を 語っ た 


FE3" 株 式 会 社 ス リー ボン ド が 


プレ スリ リー ス を 発行 し 、1999 年 か ら 
活動 し て きた 全日 本 F3 選 手 権 で の 活動 
こ 「 い っ た ん 区 切り ] を つけ る こと を 発表 

INDYWM チッ プ ・ ガ ナッ シ ・ レ ー 
シン グ 、2020 年 シー ズン の 3 台 目 の ド 
ライ バー と し て 、 元 F1 ドラ イ バ ー で 今 
年 アロ ウ ・ シ ュ ミ ッ ト ・ ピ ー タ ー ソ ン ・ 
モー ター スポ ー ツ か ら デ ビュ ー し た マー 
カス エリ クン ソン と 契約 し た と 発表 

ョ ma7。 AU ジャ パン " の テ 
1 ペン ト 「 セ ント ラル ・ ラ リー 愛知 
岐阜 2019] へ の 参戦 を 表明 し て いた 
ヒュ ンダ イ ・ モ ー タ ー ス ポー ツ が 、 こ の 
計画 を 見 送る こと が 明らか に 


10/9 rwed1 


1 ルノー の ダニ エル ・ リ カ 
ルド と 彼 の 元 マ ネー ジャ ー で ある グレ ン 
・ ビ ー バ ス が 、2018 年 の 夏 か ら ロ ンド 
ン 高 等 法院 で 争わ れ て いた 、1200 万 ド 
ル ( 約 12 億 9000 万 円 ) の 未払い 手数 料 
の 件 に つい て 、 友 好 的 な 和解 に 達し た と 
の 報道 

F1 東京 都内 で 実施 され た 新 
型 ル ノー・ メ ガー ヌ R.S. トロ フィ ー の 

会 に ニコ ・ ヒ ュ ル ケン ベル グ が 登場 
回: 提議 ヒュ ンダ イ ・ モ ー タ ー ス 
ポー ツ 、2020 年 に 向け て ダニ ・ ソ ルド 
と コ ・ ド ライ バー の カル ロス ・ デ ル ・ バ 
リオ と 1 年 契約 を 延長 し た と 発表 。 来 季 
14 戦 中 7 戦 に 参戦 へ 
由紀 信 ダカール ラリ ー の 前 哨 戦 
と も 称 さ れる ラリ ー・ モ ロッ コ で トヨ タ 
・ ハ イラ ックス を 駆る フェ ルナ ンド ・ ア 
固有 ラ 2 が 訟 合 26 合 IG ア (リンコ 


10/10 tu 

1 鈴鹿 サー キッ ト 、 台風 19 号 
が 強い 勢力 を 保っ た まま 日 本 列島 に 接近 
する こと を 受け 、12 日 に 予定 され る セ 
ッ シ ョ ン の 有無 に つい て は 、 そ の 前 日 と 
な る 11 日 の 14 時 まで に 告知 する と 発表 

F4 F1 日 本 GP の サポ ー ト レ 
二 2G 靖 仙 の ESEC 
[FIA-F4 鈴鹿 ラ ウン ド 特 別 戦 ] が 、 台 風 
19 号 の 接近 に よる 悪天候 の 懸念 に と も 
な い 、 全 走行 の 中 止 が 決定 され た 

FE SO た ーー ジー 
2019/20 シーズ ン に 向け て 新 カ ラー 
ング を 公開 


10/11 rm 


F1 第 17 戦 日 本 GP FP1 で ト 


ロロ ッ ソ か ら 山 本 が 出走 。 30 周 を 走行 し 、 


17 番 手 タ イム を 記録 し た 

1 台風 19 号 の 接近 を 受け 、 
12 日 に 予定 され て いた 走行 セッ ショ ン が 
中 止 に 。 予 選 は 13 日 の 10 時 か ら 実 施 へ 

F1 ハー ス の チー ム 代 表 を 務 
め る ギュ ンタ ー・ シ ュ タ イナ ー、 ロ シア 
GP で スチ ュ ワ ー ド に 暴言 を 吐い た 件 で 
審議 され 、7500 ユ ー ロ ( 約 90 万 円 ) の 
割 金 処 分 を 受け る 

EE 6 ジウ 4 ジ 時 2 ウリ 
ジン ・ レ ー シ ン グ 、2019/20 シー ズン 
に 向け て 新 カ ラー リン グ を 公開 


10/12 st] 

F1 第 17 戦 日 本 GP 台風 19 号 
接近 に と も な いこ の 日 の 走行 が すべ て 中 
呈 編 

1 アル ファ ロメ オ の チー ム 
代表 を 務め る フレ デリ ッ ク ・ バ スー ル 、 
2020 年 に 向け て ドラ イ バ ー ラ イン ア 

プ の 変更 は 行なわ な いこ と を 示唆 

F1 メル セ デ ス の ルイ ス ・ ハ 
ミル トン 、 こ の 日 セッ ショ 委 司 
っ た こと を 受け て 東京 に 戻る る 
も 、 周 囲 に 説得 され て 鈴鹿 周辺 に と ど ま 
っ た こと が 明らか に 


10/13 [sun] 


F1 第 17 戦 日 本 GP 予選 フェ 
ー リ の ベッ テル が ポー ルポ ジ シ ョ ン を 
獲得 。 2 番手 に 同じ く フ ェ ラ ー リ の シャ 
ルル ・ ル クレ ー ル 、 3 番手 に メル セ デ ス 
の バル テリ ・ ボ ッ タ ス 
F1 第 17 戦 日 本 GP 決勝 ボッ 
タス が 優勝 。2 位 に ベッ テル 、 3 位 に ハ 
SM ドン 当 まだ た 還 の 績 玉 居 あり メル セ 
デス の コン スト ラク ター スズ 選手 権 6 連 穫 
が 確定 
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10/24 rthu1 
還 | (第 13 戦 スペ イン 


10/25 [fi] 
還 に に 【 議 第 13 戦 スペ イン 


10/26 rsat 
一 gd: 久 第 8 戦 日 本 
BL 月 症 較 最終 戦 鈴鹿 
リリ (上 第 13 戦 スペ イン 


10/27 rsun 

F1 第 18 戦 メキ シコ 
SE 最終 戦 鈴 鹿 
AI の 9 人 久 第 8 戦 日 本 
llL。 朋 還 較 最終 戦 鈴鹿 

琴 記 /:(o 議 第 13 戦 スペ イン 
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OFF SHOT 
日 本 GP で F1 公 式 セ ッ シ ョ ン デ ビュ ー を 
果たし た SF& GT500 王 者 の 山本 尚 貴 セ 
ン シ ュ ( 右 か ら 2 番 目 )。 写 真 は 走行 前 日 
と な っ た 木曜 日 の トラ ッ ク ウ ォ ー ク 時 、 
130R を 立ち 上 が っ た 時 の も の 。 じ つ は 
カメ ラマ ン た ちか ら 「 縁 石 の 上 を 歩い て 


くれ 一 ! 」 と いう 大 声 の リク エス ト が 飛 
5GN ま 6 ドラ 1 二 も の 0 れ 0 は 8 
トラ ッ ク ウ ォ ー ク の と き で さえ 写真 映え 
を 考え た 行動 が 求め られ ます 。 
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山本 尚 貴 の FP1 走 行 、 人 台風 19 号 に よ 
る 土曜 日 の キャ ン セ ル 、 そ し て 何より 
期 等 され て いた レッ ドブ ル ホ ンダ の 情 
敗 。 今 年 の 日 本 GP は 忘れ られ な い 週 末 
0 た て 0 の 0 も < 記 隔 條 
残る の は 、 レ ー ス 後 の 田辺 豊治 F1TD 
の 言葉 だ 。「 こ れ が いま の 我々 の 実力 で 
す 」。 当日 、 サー キッ ト を 訪れ た 多く の 
人 が 複雑 な 思い で 鈴鹿 を 後に し た は ず 
だ の が 還 昌 ま 5 汗 当 皇 痢 細 くく の 上 思 
い は 強かっ た は ず 。 そ うし た 戦況 を 真 
黄 に 受け 止め る 田辺 TD の 姿勢 に 、 ホ ン 
ダ の 強 さ を 見 た 。 (田中 ) 


サー キッ ト 入 り し た 水曜 日 、 トムス 
の 皆さん を 追い か け な が ら 、 ホ ッ ケ ン 
ハイ ム の コー ス を 1 周 歩き まし た 。 気 
た な っ で いた の は 、02 年 以前 の 目 妥 二 
ス の 面影 。 タ ー ン 6 (へ ヘアピン) に 着 
まま ICU ラペ の だ いた ol と 
5 の 0/ クック | で 
ス 全 体 が スタ ジア ム セ ク ショ ン 的 な の 
で ) 、 タ ー ン 6 の ラン オフ エリ ア を 横 切 
っ て 一 番 奥 の タイ ヤバ リア まで 行っ て 
コー ス 外 を 覗く と 、 見 覚え の ある 「 森 
の 中 の 道 ] が 奥 へ と 続い て いま し た 。 も 
う 舗 装 路 で は な く な っ て いま し た が 、 リ 
ヤ タ イヤ が バー スト し た デイ モン ・ ヒ 
ル (93 年 ) が 一 瞬 に し て 脳裏 に 蘇っ た 
の が 胸 熱 で し た 。 (な か の ) 


私 生活 で 飲酒 運転 に つい て 思い 出す 
こと が あっ た の で ……YouTube で 「 酔 
っ 払い レー ス 」 と 検索 する と 、 だ いぶ 
前 に 世に 出 た ビデ オオ プシ ョ ン の 一 部 


が 見 られ ます (公式 で )。 飲 酒 運転 の 怖 
さ を お も し ろく 学べ ます 。 と くに 企画 
の 前 半 部 分 は | プロ で も こう な っ ちゃ 
う の ?」| と いう 感じ 。 ぜ ひ 検 索 し て み 
て くだ さい 。 み な さん 、 飲 酒 運転 は 絶 
対 に し な いで くだ さい ね 。( き ゃ りー) 


今年 の 日 本 GP は と て も 不思議 な 宮 
囲 気 が し まし た 。 フ ァ ン の 熱気 が 例年 
以上 に アツ く 、 観 客席 を 見 れ ば 明らか 
境 久 用 ポ レン シン の 2 TAI 
導 2ANZz50 シリ 上 22 の 2 クラ 26 2 
っ た 声援 の な か に 聞こ える 「 ナ オキ ! ] 
を 呼ぶ 声 。 個 人 的 な こと で 言え ば 、 同 
い 年 の 日 本 人 ドラ イ バ ー が 世界 の 舞台 
に 立つ シー ン は 感 層 深 いも の が あり 、 い 
つも と 違う 感情 が 生ま れ た 今年 の 日 本 
GE だ る だ な とら 思い ます 9 

(この 興奮 を 伝え た いと あ 
ら た め て 決意 @ ホ テル の ロビ ー。yuka) 


10 月 13 日 (日 ) 開催 され た F1 日 本 
GP。 スタ ー ト 直後 、1 コー ナー で フェ 
ルス タッ ペン と ルク レー ル の 接触 が あ 
っ た と き 、 思わ ず 、 あ ! っ と 言っ て し 
まい まし た 。 表彰 式 の 前 、 ベ ッ テ ル と 
ルク レー ル が 話 を し て いた の で 、 ル ク 
レー ル も 気 に か か っ て いた の で し ょ う 。 
フェ ルス タッ ペン に と っ て 悔し い レ ー 
ス に な り ま し た が 、 そ の 悔し さ を バ ネ 
に し て 次 回 の メキ シコ GP は 笑顔 で レ 
ー ス を 終え て も らい た いで す 。 

(この 時 期 
こ 台 風 は か ん べ ん し て くれ ヒラ ケン ) 


On the EDGE 情報 が レー ス を も っ と 楽し くす る 


還 是 ミ 凍 題 ROund 17 JAPANESE GP 


期待 と 興 稚 の 代償 。 
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DTM 最強 軍団 前 来 。 


Text : サム ・ コ リン ズ (Sam Collins) Translation : 小 藤 茜 (Akane Kofuj) まとめ : auto sport 
Photo : 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) Audi プ BMW/DTM 


来 月 に 迫っ て きた | スー パーGT 
X DTM 特別 交流 戦 ]。 両 シリ ー ズ に 
精通 する 英国 人 ジャ ー ナ リス ト の サ 
ム ・ コ リン ズ が | 見 逃し 厳禁 !」 と 
興奮 混じり に 見 どこ ろ を 解説 する 。 


富士 スピ ー ド ウェ イ に や っ て くる 
ドラ イ バ ー が 右 の と お り 確 定 し た 。 
10 月 上 旬 の DTM 最終 戦 ホ ッ ケ ン ハ 
イム に 出場 し た GT500 車 両 は 計 3 
ピロ 和 選 肖 色 時 上 に は クワ フラ 二 信 4 台 
BMW 3 台 の 計 7 台 が 参戦 する 。 彼 


の 戴冠 を 果 た じ た レ ネ ・ 
ハコ ーー の 
ル 参 戦 初 年 度 に シリ ー ズ チキ アピオ 
mf を つ (レキ つた だ アリ ーー ん は 
P -。 GT500 チ ャ ン ピ オ ン 経 験 者 2 名 を 

擁 す 万 全 の 体制 。BMW は 復帰 を 果 
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ラス ト だ 。 き = 


富士 スピ ー ド ウェ イ htfps://www.fsw.fv 


小林 可 夢 偉 を 起用 。 最 後に 、 自 陣営 
の エー ス 、 マ ルコ ・ ウ イッ トマ ン を 
3 人 目 の 刺 客 と する こと を 発表 し た 。 
富士 を よく 知る ドラ イ バ 語 の 起用 は 
彼ら に と っ て プラ ス に し か 働か な い 。 
5 より 呈 |006 渋 MO に 8 
GL500 は 議 ん の 水 計 フル (| ム 
で は 適し た セッ ト ア ッ プ を 決め る く 
と に DE っ 右 。 0 ジョ クル) 
SS 
車両 に は まっ た く 適 し た も の で 
問 と 結 る が 議 : の 


に よる 基本 的 な セッ ト ア 
So 僕ら は タイ ヤ を 投信 し 、 


く ーー 
/ c ノ O 


。 も し その う ちの ひと つが うま く 機 能 


し な い 上 Suca 異な る 構造 や コン 


パウ ンド の タイ ヤ を 試し て みる 。 つ 

まり 、 メ カニ カル な 作業 は すべ て タ 
』 イヤ を 通し て 行なう こ ど と に な っ て い 
請 僕 ら は 今回 、 走 っ こと の な い 


だす 72 クス 、 ザ ナ ル ディ { に 加え 、_ 紀 コ ルー E. 貫 ス は 土日 と も 55 分 二 1 周 で 実施 


選 の 見 の な ここ を 試 に けり と 冬 2( 
2 の ス 且 24 人 人 れる の 0 さ 
か っ た と 事情 の 違い を 説明 置 た だ 
同時 に 、| 富士 に 持ち 込む べき 情報 
も 多く あっ た 。 富士 で は より 大 き な 
アレ ラン を 仕掛 ける だ の 2 と 思 る お 
UN の は 議 ら Em 腕 sK< い た に 記 ハト ン 
は GT500 勢 最上 位 の 9 位 (レー ス 
1 ノド ライ ) で 、 苦 し みな が ら も な 
ん と か 戦っ て いた 。 


会 向 の デー 


11.24 Sun 予選 1 回 ・ 決 勝 1 回 


圭史 交流 戦 
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ンーm ん 
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*08 GTs00 Chomp 
ブノワ ・ ト レル イエ 


14 & "16 DTM Chomp 
マル コ ・ ヴ ィ ッ トマ ン 


97 & 98 CART Chom 問 
アレ ックス ・ ザ ナル 


Super Pinch Hitter 


小林 可 夢 億 


4 生 /2C7/7/ 


教え て くれ る 人 
ロイ ッ ク ・ デ ュ バ ル 
(AUDI SPORT TEAM PHOENIX 所 属 ・2010 年 GT500 チ ャ ン ピ オ ン ) 
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DRS と プッ シュ ・ ト ゥ ・ パ ス で 0.4 秒 短縮 2 
明記 DTM マン ン 探 終 術 は GT500 で ご つう 違 う ? 

今季 か ら 日 本 と 同じ 2 0? ターボ エ ンジ ン を 積む DTM マシ ン / 

し か し タイ ヤ の みな ら ず 、 マシ ン は 各部 で 異な っ て いる 

ここ で は 元 GT500 チ ャ ン ピ オ ン の この 方 に 

最新 DTM マシ ン の 運転 方 法 を レク チャ ー し て も ら お う みみ 


Text : 貝 島 貼 美子 (Yumiko Kaijima) Photo : 小笠 原 貴 士 (Takashi Ogasawara) / AUDI 
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LT 
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AUDI RS5 DTM Cockpit Dril 


9 RADIO : プラ クティ ス の 間 、 と て も 重要 な の が 無線 。 レ ー ス 中 も 、 ド ライ バ 
ー 側 か ら は 無線 で 情報 を 送る 。 プ ッシュ し て いる の か どう か 、 タ イヤ に デ グ ラ デ 
ーション が で き て いる の か どう か と 言っ た こと を 伝え る た め だ 。 だ が 、 レ ー ス 中 、 
チー ム か ら ド ライ バー へ の フィ ー ド バッ ク は 禁止 され て いる 。 唯一 チー ム 側 か ら 
話し か ける こと が で きる の は 、 ピ ッ ト ロ ー ド 入り 口 か ら 出口 の 間 だ け 。 あ と は 緊 
急 事 態 が 発生 し た 時 や 安全 確保 を する 時 だ け だ と いう 。 替 DRINK。 押 す と ドリ 
ンク が 出 て くる 。 夫 SDZ : スロ ー ゾ ー ン が 設け られ た 時 に 、 規定 の スピ ー ド (80 
km/h) まで 減速 する た め の ボ タン 。 坦 ALS : アン チラ グ シ ステ ム 。 使用 し て いな 
い 時 は 、 全 体 的 に パワ ー が 少な い 。 使用 する の は 、 ピ ッ ト ロ ー ド を 出 て いく と き 。 
一 度 作動 させ た ら 、 その後 ボタ ン は 触ら な い 。 ま た ピッ トイ ン し て 、 す べ て の シ 
ステ ム を 冷却 する 際 に も 使用 する 。 電 ALARM : 何 か が 異常 が あっ た 時 、 ま た は 何 
か し ら デ ー タ と し て 残し て お きた いも の が ある 時 に 押す 。 た と えば 、 オ ー バ ー ス 
テア を 感じ る 、 タ イヤ 内 圧 に 問題 を 感じ る と いっ た 場合 、 こ の ボタ ン を 押す と 、 そ 
の 部 分 を 後 か ら デ ー タ で 見 直す こと が で きる 。 電 MAP : エン ジン マッ ピン グ の 
切り 替え ボタ ン 。 全 部 で 8 チャ ン ネ ル あ る が 、 使 用 する の は 多く て も 3 チャ ン ネ 
ル ほ ど 。 そ れ を 使っ て 、 練 習 走行 の 間 は パワ ー の 出し 方 な ど 違 う マ ッ プ を 試す こ 
と が で きる 。 ロ イッ ク の 場合 は 、 ニ ュー タイ ヤ 用 と ロン グラ ン 用 の 2 種類 を 試す 
こと が 多い と いう 。 た だ し 、 レ ー ス で 使用 で きる マッ プ は 1 種類 の み 。 練習 走 行 
を 経て 、 予 選 と レー ス に 向け て は 、 ど の マッ プ を 使用 する か 決め な けれ ば な ら な 
い 。 も う 1 種 類 組み 込め る マッ プ は 、 ウ エッ トコ ン デ ィ シ ョ ン 用 。 夫 WIPER : ワ 
イ パ ー。 水しぶき の 量 に よっ て スピ ー ド を 変え る こと が で き 、 93 段階 に 調節 で き 
る 。 NEUTR : ギヤ を ニュ ー ト ラル に 入れ る た め の ボ タン 。 電 START : エン 
ジン を 起動 させ る スタ ー ト ボタ ン 。 四 BEAM : パッ シン グ 。 提 P2P : プッ シュ 
・ ト ゥ ・ パ ス の ボタ ン 。DRS と と も に 前 の クル マ の オー バー テイ ク を 試み る 時 、 
ある い は 後ろ か ら 人 迫っ た クル マ に 対す る 防御 に 使用 する 。PIT : ピッ トレ ー ン 
の スピ ー ト ド 制 限 用 。 
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ステ アリ ング の 裏側 に は 
紀生 ク 22 ル ai の 7 ン の 


パドル シフ ト : 下 側 の 大 きい パドル は 、 


DRS : レー ス 中 の オー バー テイ ク を 可能 
これ は スー パーGT と 同様 だ 。 


倒れ 、 ス トレ ー ト で の 最高 速 を 伸ばす こと が で き 


22 ショ ピン 0 ンス ラド 5 


と は 可能 。 


水 タ ンク 容量 は それ ほど 大 きく な い の で 、 頻 繁 に 使う こと は で き 


ある 右側 の パドル は 通常 使用 し な い が 、 


ステ ム を 選ん で 、 追 加 す る 
右 が シフ ト ア ッ プ 、 左 が シフ ト ダ ウン 。 


レー ス 中 何 度 か 使用 可能 だ 。 
する の が DRS (ドラ ッ グ ・ 


り 、 左 側 の ボタ ン は フロ ント or リヤ の 切り 替え 。 そ し て 右側 の ボタ ン を 押す こと で 
同じ 位置 


グ を する こと が で きる 。 ス テア リン グ 裏 側 上 部 に は 、 そ の た め の ボ タン が 左右 ( 
小さ な パドル が ふた つ あ り 、 28 号 車 の 場合 左上 方 を 手前 に 引く こと で 、 油圧 式 の リ 


⑳ ブ レー キク ー リ ング シス テム : DTM で は 、 コ ク ピ ッ ト か ら ブ レー キ の クー リン 
ヤ ウ イ ング フラ ッ プ が 水平 方 向 ( 


水 が 噴 射 さ れる 。 


な い が 、 
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JOEL 
SHELDON 


DTM の 代名詞 と も な っ て いる スピ ー デ ィ な ピッ ト 作 業 
確実 に 作業 する た め に 、 各 陣 営 は 工夫 を 重ね て いる 
今回 の ホッ ケン ハイ ム で は 、 1 1 月 の 富士 に も 来 日 する 
BMW TEAM RBM を 中 心 に 、 詳し く 取 材 す る こと が で きた 


Text : 貝 島 由 美子 (Yumiko Kaijima) 
Photo : 小笠 原 貴士 (Takashi Ogasawara) BMW 


56 


ロ 
の 


e 


7.094s2W274 


7.09252W272 


7:09292W272 


7.09252W272 


アン セー フリ リー ス 防 止 生 も 
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昨年 、 ブ ダ ペ スト の レー ス 


デン シト が ある うだ こと を 受け て 


ー ン も 見 受け 


特殊 な グリ ッ 
を 貼り 付け て いた 


っ 


ぶ ン 


) 


フ 


キ 


ン ス 


デ ッ 
こう し た テー プ を 使用 し て いな い ア ウ 
人 ム 


9 
の メカ ニッ ク が 滑っ て 車 
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( 詞 )。 も ちろ ん これ は 右 サ イド 担当 の メカ 
使う よう に な っ た そう だ 。 実際 、 今 回 の レー ス 


ク が 滑ら な いた め 。 


の で 、 チ ー ム RBM は その 蓋 の 上 ! 
テー 
で 雨 の 中 、 


肖 寺 ズブ 
2 で は 、 
られ 洪 。 


っ ef 


テ 
交わ る 


独自 の 工夫 を 行なっ て いる 。“* 
こ 直 角 に 
この 手前 数 m の と 


は 特筆 すべ き ポ イン ト 。 ま ず ピ ッ ト 


BMW チー ム RBM は 、DTM チ ー ム の 中 で も ピ 
注目 は ピッ ト エ ント リー 側 の サイ ン ガ ー ド 


ッ ト ス トッ プ ! 


ー プ 多用 " 
ロー ド 上 に は 、 ドラ イ パ バー が アプ ロー チ す る 誠 


め の ラ イン ( 調 ) が 蛍光 テー プ で 作ら れ て いる 


が 、 
方 向 に 貼ら れ て いる テー プ だ (一 。 写っ て いる 


と 地面 に 2 本 、 フ ァ ス トレ ー ン ( 
の は [2 本目] の テー プ で 、 


6《) BOSCHL 1 
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Ab て た と する 。A 人 っ ロ 


マ が ピッ トロ ー ド 【 


2 本 貼ら れ た テー プ の 間 を 走っ 


[Joel/Sheldon] と いう ドラ イ 
て いる と き は 、 ロ リポ ッ プ を 上 げ な い 。 も し そ 


バー 名 が 書か れ た ボー ド 話 が ある )。 も し 、 自 
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ー ヽ 


ろ に 1 本 目 が ある 。 2 本 目 と 同じ 位置 の サイ 


れ は ピッ トロ ー ド の スピ ー ド と ピッ ト ボ ックス 


か ら の 距離 に よっ て 算定 され て いる 。 ま た 、 


こ で ロリ ポッ プ を 上 げた ら 、 入 っ て きた クル マ 
と 接触 する と いう 目安 に な っ て いる か ら だ 。 ご 


2 ジー ドコ に ( 
を が ビット! 


きた クル マ が 、 
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= ュ ーー ペー ュ 
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LLS ALL 
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ッ ケ ン ハ イム の 場合 、 ピ ッ ト ガ レー ジ の すぐ 外 


側 ( 


の 場合 、 ウ エッ トコ ン デ ィ シ ョ ン が 予想 され た 
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に 2 
| | $ プ 

タ の 側 カ の ) 227 の 2/ 

$$ 人 a 一 | 
ロリ ポッ プ (一 ) の 上 げ 下 げ は 、 タ ワー に 接続 され て いる ス 
イッ チ ( 許 ) で 行なう 。 こ の 作業 を 担当 する の は 、 チ ー ム の 
中 で も 最も 冷静 な メカ ニッ ク 。 作業 自体 の 終了 を 確認 する だ 
け で な く 、 ピ ッ ト ロ ー ド 側 も 確認 し な けれ ば な ら な いか ら だ 。 
その 際 、 ボ タン 担当 の 人 が 気 を つけ て いる の が 、 前 ペー ジ で 
説明 し た サイ ン ガ ー ド 側 に 2 本 貼ら れ て いる テー プ の 存在 だ 。 
また 、 使 用 し な い 時 に は ロリ ポッ プ も 動か な いよ うに ロッ 
ク を か け て ブー ム に 収納 され て いる 。 ロ ッ ク 中 、 
[REMOVE BEFORE FLIGHT (直訳 : フラ イト 前 に 取 
り 除 くべ し )」 の タグ ( 罰 ) が 付け られ て いる の に 洒落 
っ 気 を 感じ る 。 
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大 型 ス イッ チ で 
確実 性 アッ プ HU 


タイ ヤ 交 換 用 の タワ ー は 、 ピ ッ ト ロ ー ド 側 に 圧縮 空気 を 送る ボン ベ 
が 収納 され た キャ ビ ネ ッ ト ( 記 ) が あり 、 そ の 下部 に ふた つ イ ン パ 
クト レン チ が 設置 され て いる ( 副 )。 写 真 の 手前 側 は 、 右 側 の タイ 

ヤ 交 換 用 。 奥 側 は 、 も し いずれ か の イン パク ト に 異常 が 発生 し た 時 
に 使う 緊急 用 の も の で 、 こ ちら は クル マ の 周り を 1 周 で きる だ け の 
長い ホー ス と つなが れ て お り 、4 輪 すべ て に 届く よう に な っ て いる 。 
ブー ム 自 体 は 、 全 チー ム 共 通 。 左側 タイ ヤ 交 換 用 の イン パク ト は 、。 
その ブー ム の 上 に 収納 され て いる ( 調 )。 イ ン パ クチ レン チ 自 体 も 
全 チ ー ム 共通 だ が 、 チー ム RBM の 場合 、 改良 され て いた の は 緩め る 
側 と 締め る 側 の 切り 替え スイ ッ チ で 、 か な り 大 きく され て いる 。 ス 

ー パ ーGT の 場合 は ひと り で タイ ヤ 交 換 を 行なう た め 、 ナ ッ ト を 緩 
め た ら タ イヤ を 外す 時 に 一 度 イ ン パ クト を 地面 に 置く の が 通 
常 の 流れ 。 地面 に 置い た 時 に 、 ス イッ チ が 緩め る 側 か ら 
締め る 側 に 勝手 に 切り 替わる よう に 工夫 し て ある の が 
トレ ンド だ 。DTM で は この スイ ッ チ を 必ず 手 で 操作 
する こと に な る た め 、 確 実 性 を 高め る た め に 大 きく 
し て いる の だ ろう 。 ブ ー ム 上 に は 2 箇所 、 カ メラ が 
取り 付け られ て いる ( 研 )。 
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ピッ ト の 中 で は 、 メ カニ ッ ク の 作業 中 、 
その スピ ー カ ー に 使わ れ て いる の は 昨年 まで 使用 され て い 


中 男 一 の 94sM22 


グ 


廃品 も 無駄 に し な い 質実 剛健 さ が あ る と いう こと 


ー ス も オー バー ヘッ ド の 中 を 通っ て ピッ ト 外 に 出さ れる 
各 カ テ ゴ リ ー で お 馴染 み の エ ンジ ニア スペ ー ス ( 還 ) 。 ま た メカ 


床 は 黒い カー ペッ ト 敷 きだ 。 こ の ピッ ト の 隣 に は 観客 向け の ビュ ー エ 
ろ に も セン ス が 感じ られ る ( 調 )。 


クル マ の すぐ 横 の 窓 か ら 観 客 の 顔 が 覗く ( 久 )。 オーバー ヘッ ド ・ コ ン パ ー 
は LED ラ イト を 多用 。 も ちろ ん 電源 や エア の ジャ ッ ク も あり 、 使 いや すそ うだ 。 


ちら は フィ リッ プ ・ エ ング 車 と ティ モ ・ グ ロッ ク 車 の ピッ ト 。 ガ レー ジ 内 は や は り 綺 豚 
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日 本 | 山中 智 瑛 
4m4H0 aln936 


王者 フラ ガ の 最大 の 好敵手 


普段 は 会 社員 と し て マー ケティング の 仕事 を し 
て いま す 。 グ ラン ツー リス モ は 、 世 界 中 誰 も が 
同じ 条件 で 戦え る 点 が 

お も し ろ い 。 や は り 、 世 、 で 電 
紋 の トッ 亡 候 還 あ た い 
で す 。 意識 ずる の は フ 
ラガ カ 選 手 と 宮園 選手 。 
で も 、 大 前 提 と し て 自 
分 。 去 年 の ファ イナ ル 
で 自 減 し 、 勝 て な か っ 
7 だ (の | 上 除 NOB G レ 
た か ら 。 90 


香港 
AR_Salka 


今年 に 賭け る アジ ア の 星 -- 
今年 は 仕事 を や め て 、 バ ー チ ャ ル で の レー ス 活 
動 に 集中 し て いま す 。 子ども の ころ か ら ク ル マ 
に 興味 が あっ た の で す 
が 、7 歳 で レン タル カ 
ー ト に 乗っ て か ら は レ 
ー ス が 大 好き に が 久 際 
し た 。 リ アル の 世界 で 
モー ター スポ ー ツ 活動 
を する た め の チ ャ ンス 
を 、 今 年 絶対 に つか み 
だ いと 思っ < 戦っ て い 
ES 
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ワー ルド ツア ー 第 ら 5 戦 東京 
暫定 タイ ム ス ケ ジュ ー ル 


:00 |6R Supra GT Cup 予選 


| GR Supra GT Cup 決勝 
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東京 で 注目 すべ き 7 人 の 若 獅 子 


放 |「okumoMiyozono 
日 本 宮園 拓真 
Kerokkuma 20 


自信 は 充分 、 後 は 優勝 する だ け 


自分 の 実力 は 分 か っ て いる の で 、 ザ ルツ ブル グ 
で の 2 位 表彰 台 に 驚き は あり ませ ん が 、 優 勝 で 
き な か っ た こと が 梅 し 
いで す 。 東京 で は 当然 、 
優勝 を 狙っ て 戦い ます 。 
自分 に は まだ 接近 戦 で 
の 駆け 引き に 改善 すべ 
き 点 が あり ます 。 意識 
する の は ヒザ ル 選 手 、 

ラ ト コ フス キー 選手 、 

そし て 本 番 に めっぽう 
強い 山中 選手 で す 。 


Coquelopez 
コッ キー・ ロ ロペス 
Wiliams_【0mugl4 


2 輸出 身 の 伸 び 盛 り 


父 の 影響 で 5 歳 か ら リ アル の バイ クレ ー ス を や 
っ て いま す 。 速い 走り を 学び 取る まで 時 間 が か 
か る タイ の な の で 画 グ 
ラン ツー リス モ で も よ 
う や く 速 く 走 れる よう 
計 M220 に UEG 
も 、 そ の 分 ミス は 少な 
0 の 27 生ま 0d0 
フラ ガ 選 手 は 目標 。 ラ 
イ バ ル の ヒザ ル 選 手 と 
の 差 は 縮まっ て きた と 
思っ て いま す 。 


2019 ワー ルド ツア ー ネイ ショ ンス カッ プ リザ ルト る 来 界 
Rd.1 パリ (Top5) Rd.2 ニュ ル ブ ル クリ ンク (Top5) 場 の 最 
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認 ド 
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靖 6 
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現実 と 仮想 の 境 を 超え る セナ の 再来 


去年 FIA GT の ワー ルド チャ ン ピ オ ン に な っ て 
か ら 、 世 界 各 地 で サイ ン を 求め られ る よう に 
0 上 | ル 且 2(0 レ UWSc 克 2 ELL0 に GO 
ん mm も ちる ん 、 今 年 も 勇 ewee ビ オン に な る らら 
も da 語 替 し い 夢 だ る ほ 発 が つ て いま す が 、 
リア ル で も 、F1 で ワー ルド チャ ン ピ オ ン に な 
り た いと 思っ て 活動 し て いま す 。 日 本 で レー 
シン グ カ ー ト を や っ て いた ころ に 、 牧 野 任 祐 
選手 より 速かっ た こと も ある ん で す 。 東京 に 
は 世界 500 万 人 の グラ ン ツ ー リ スモ ユー ザー 
か ら 選 ば れ た 数 十 人 の 選手 が 集まる の で 、 対 
が 勝っ て も お か し く な いで すね 。 


|MkolHiol 
ドイ ツ ミカ エル ・ ヒ ザル 
TRL_ IIGHTNIN6 


クー ル な 超速 頭脳 


いま は 機械 工学 の 学生 な の で 、 練 習 時 間 を 取れ 
な い の で す が 、 他 の 選手 の デー タ を 見 て 、 タ イ 
ヤ の 使い 方 や 燃費 走行 
を 学び 、 短 時 間 で 自分 
の 走り を 改善 で きる よ 
うに な り ま し た 。 将来 
は 日 本 で 就職 し た いと 
コン (UI の NZ 居 区 
語 を 勉強 中 で す 。 ラ ト 
コフスキー 選手 、 フ ラ 
ガ 選 手 は 意識 し ます が 、 
皆 が ライ バル で す 。 


【e(@)| FIQOQ イゴール ・ フ ラガ 
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Cody NiKolo LlKoVsKi 


コディ ・ ニ コラ ・ ラ トコ フス キー 


ォ - 和 ヲリ 7 
Nik_Mak7| 


速く て 優し い 暴 れん 坊 


7 ラ の la( 美 剛 計 が しい 下 く な っ うだ 屋 の た め 
と か 、 会 場 に 来 ら れ な か っ た 妹 の た め と か 、 ず 
Ce 宙 治 の 
た め と か 、 毎 戦 目的 を 
持っ て 臨む の で す が 、 
その 思い が 強 す ぎる の 
か も 。 も う 少 し 大 人 に 
な れ ば も っ と 強く な れ 
る は ず 。 意 識 す る の は 
ヒザ ル 選 手 と フラ ガ カ 選 
手 で す が 、 他 の 皆 も 速 
いで すね 。 
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きぐ で 本 壮 赴 靖 生 と 回 9 きせ の 
層 油 填 宙 Oe 小 へ で せめ V m ざ 郊 
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了 リ Y ひ リ 了 , 「 究 杉 の ル ・ マ ン ラン ナー を 完全 解 


VHS 玉 工 選 


ーー タム 


中 し の トッ フ ・ シ ンー クル レット 


2/ 
ク 


70Y07A 


75050 月 7 ぢ 太 / リ の た て 


/ 寺 集 77SO50 ロ YP 且 / り を 解剖 する 
(エン ジン ンジ ハ バイ ブリッド だが ン ベ ン チ プ シャ シー ジノ コッ ク ・ カ ウル ・ ブ レー キン サス ペン ショ ンプ ステ アリ ソング) 

>> / 鳴 依 メ 中 具 一 賢 7 息子 が つか ん だ 父 の / 有 / >> 論 欠 タイ ムル 獲 瘍 まで の “65 和 在 商 " 2079-2020O 参 戦 " 誠 縦 仕様 "解説 
7SO50 ガ YP 有 万 / 全 基 績 >> TSO70& く 020/ 先達 の 衣 放 / >> 替 史 人 痕 語 が スタ ー(420X592/7) e47C. 


お 求め 方 法 一 お 買い 求め は 、 お 近く の 書店 、 ま た は 下記 まで 


避 へ ANI- ヒ | 
パソ コン か ら 支払 い 方 法 ・ 送 料 に つい て So 
- _ ご 注文 金額 が 1000 円 以上 の 場合 は 、 送料 無料 、 計 
http://WWW.Sun-a.COm 0 株 式 会 社 三栄 
お 電話 で 手数 料 : 無料 送料 : 一 回 200 円 〒160-8461 
03-5357-8802 代金 引換 払い の 場合 Met 


受注 セン ター (平日 10:00 て 17:30) 手数 料 :300 円 ノ 送 料 : 一 回 200 円 | TEL:03-6897-4611 (平日 10:0017 :30) 


What Will ihe Team Make? 


B-AMqax Racing vin mofopark | wi3 


苦戦 の 21 歳 が 感じ た 日 欧 の 人 壁 と 岡山 で よう く 掴ん だ 寺 昇 気 光 
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SS ご と の トヨ タ 内 3 番手 ドラ イ バ ー と 足元 の タイ ム 差 


Day 1 
SS1 (SSS) 


DEU4 


Day 2 


らら 


S52 


SS3 
22.00 19.44 


SS54 
9.27 


に だ 1) 


SS56 
22.00 


に に 7/ 
20/ 
Meeke 
5'10"1/ 8 


SS58 


14.78 


に だ 7/ 
12.28 


SS 距離 (km) 


| トヨ タ 内 3 番手 の ドラ イ バ ー 
同 ドラ イ バ ー の タイ ム (A) SS 順位 


SW 


19.44 
Latvala 


10'50"2 / 6 
11'15"5 / 10 


Latvala 


Meeke 


2GI9/5 


| 
1 


Latvala 


8'34"6 / 8 


| 


6@'00"6/ 7 
6'15"9/ 11 


足元 の SS タイ ム (B) SS 順位 


SS タイ ム 差 (B-A) 


| 0"6 | SS1km 当 た り の タイ ム 差 


13'18"2 / 18 出 ル KA 9 2'44"4 / 11 


13'03"6 / 12 5'18"2/ 10 


8'50"4/ 10 


3"4 


15"8 


II5 3 


1"0 


2 


(参考 ) 


ss トッ プ の ドラ イ バ ー 


同 ドラ イ バ ー の 55 タ イム 


Neuville 


Neuville 
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に 「。 ュ 


。 ramac | Germany 


| い 
- ず 


- 


ー ー ーー こ 2 
ここ ーー ラテ 


. ーー W 委 る こ - Ye 、 
_ ル ド え な が けり 生還 で クー トム か の 。 ら ーー ド ズ 志 玩 

ラ . 国 だ る て 持 肘 は の は ら 下 ニ ミラ 。 ラ デ つ * は 

リ ーー て うこ 多 

na 本 ソン WC で 2 は ま て 僕 - ム が あき イー プ ミ kk か 。 ン シマ キュ く 

暫 。 二 出 d。 だ きま (0 覆 コ SN や る すこ ノリ か が ーー トチ ステ の 

壮 本 電電 い 要 べく (E ま <: ほ コリ レツ 終 に だ を 学 

本 の 前 | 下 還 7 夫 ナ 。 る で rm 。 ・ 欄 に kay 近 あし が び 

到 ス に と そい "1 Ce る 5。 映 条 ンク ame デ な 

W ノ 。 貴 こ タ の 言 オ と 言 を い イ た タ は か な 香 

R | 貴 元 は イ 進 わ イィ ` わ 詰 ス ム 後 イ W っ た 

C ラ 元 ? ポ ム 入 れ ツ 僕 れ め テ に いい ム R た. 

で リョ ii 天 グ ゲ が 計 ま 下 の ま ば | き 関 も ee だ 人 

出 | 間 ウ ティ に し クス 潤 直し 記 ジ し きま と 出 癌 。 史 に 

Oc 節 ィ る 制 た 人 生 ラ 要 。 も ペン の < 抽 

い グン 華 ブ よ 下 移っ イ 二 生け ニ 柚 ュ っ 

っ ラ  a 村 り だ あ 日 2 つっ ea 本 拓く く 

0 公 上 ン 拒 二 に 上 王 ーー の イ た ( 全 か 1 
SS ご と の トヨ タ 内 3 番手 ドラ イ バ ー と 足元 の タイ ム 差 
SS SS19 Power.5]| SS518 | SS17 | SS16 5510 
5 距離 (km) | 1169 | 28.06 | 11.69 | 2806 | 4117 | 1073 | 4117 | 1073 | 1228 | 1478 
トヨ タ 内 3 番手 の ドラ イ バ ー ETIE144 LEIIE144 Meeke Latvala MEIIE144 Meeke Meeke Meeke Meeke Latvala 
同 ドラ イ バ ー の タイ ム (A) SS 順位 23'33"8 / 4 6'07"8/4 6'02"1/ 7 8'37"27 7 
貴 元 の SS タイ ム (B) SS 順位 [ 8.51'47 10 
55 タ イム 差 (B-A) 14'2 
_SS 1km 当 た り の タイ ム 差 と を | : 着 | 4"1 1"0 2"0 0"9 0"9 
(参考 ) 
SSR220 の Ni の 0 己 Neuville  : Neuville | Latvala : Neuville Meeke Latvala Tanak Tanak Neuville  ! Neuville 
同 ドラ イ バ ー の 55 タ イム | 1608"8 | [ | 23176 | 6043 | 23272 | 6058 | 5599 | 8317 
※ ト ラブ ル な ど で 大 きく 遅れ た SS は 対象 外 と し て 文字 を < し て いま す 。 
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7。、 


フィ ニッ シュ 後 の シ ョ ー ト イン タビ ュー に も 答え て いた 。 
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7 だ 


| 


祭 に タイ ヤ を 痛め て し まっ 
SS | Distance (km) 
7.00 
=Gravel, A=AsSDhalt 靖 


(Sat. 26 0ct.) 
Total Itinerary Distance:.1288.85 km 
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ナー が 多い 。 舗装 路 の 端 の 部 分 が ギザ ギザ に 削れ て いる と ころ も ある 。2018 
江 


年 の タナ ッ ク は パン ク で トッ プ か ら 陥 落 。 イ ンカ ッ ト し 
(as ノ 参 考 : TOYOTA GAZOO Racing の WRC の ホー ムペ ー ジ ) 
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7-10 NOVENMBER 


77g/// プ ラク g/7/ グ 723 
いよ いよ 道 が 開か れる ! 


開催 日 : 2019 年 1 1 月 7 日 ( 木 ) こ 10 日 (日 ) 
メイ ン 会 場 : 愛 ・ 地 球 博 記 訪 公 園 ( 骨 称 モリ コロ バ パーク) 
スペシ ャ ルス テー ジ : 愛 ・ 地 球 博 記念 公園 、 賠 崎 中 央 総合 公園 スペ シャ ルス テー ジ : 愛知 県 野里 県 
大 会 事務 局 : Rally Japan 運 党 事 務 局 ( 株 式 会 社 サン ズ 内 ) 
主催 : マグ 衝 スポ ー ツ カー クラ ブ (MSCC) 、 トヨ タ ・ モ ー タ ー ス ポー ツ ・ ク ラブ (TMSC) 
特定 非 営利 活動 法人 MOSCO、 株式 会 社 サン ズ (SAN'S) 
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1/43 McLaren Honda MP4-30 2015 
Jenson Button 1 名 様 

月 一 ペー ス で 新 製品 が 登場 する EBBRO の 1/43 ス ケー ル モ デ 

ル か ら McLaren Honda MP4-30 2015 Benson Button を 

1 名 様 に 。 そ の 他 の ライ ン ア ッ プ は エブロ の HP まで 。 

提供 : エム エム ピー 

URL : www.ebbDbro.CO.jp 


スー パーGT 試 験 解答 用 紙 セ ッ ト 1 名 様 

トス ボー ント oNSIM5e 施 も cl が 三 @GT 試 映 | 人 
ドラ イ バ ー の みな ら ず 、 チ ー ム の 首脳 陣 や ITR 代 表 の ゲル ハル 
ト ・ ベ ル ガ ー ま で 珍 解 答 続出 の 記念 すべ き 解 答 用 紙 を 特別 に 
プレ ゼン ト 。 世界 に た っ た ひと つの 直筆 ・ 超 レア も の で す 。 


回 WEC プ レス 専用 手帳 3 名 様 

本 誌 に 寄稿 する ジャ ー ナ リス ト も その 書き 心地 に 太鼓 判 を 押 
す WEC の 手帳 は 、 プ レス ルー ム で 配布 され る 限定 品 。 マ ッ ト 
地 の カ バー は 肌触り も よく て 、 サ イズ は 持ち 運び し や すく 、 ポ 
ケッ ト に 収まる 大 き さ だ 。( サ イズ : 145mmx 95mm) 


アル ファ ロメ オ ステ ィ ル ウォ ー タ ー 1 名 様 
ドラ イ バ ー の カコ ミ 会 見 な ど で も 用 意 さ れ て いる ミネ ラル ウ 


ーー 
に ー 
人 


に 
+ー 
SE 
ms 


万 /7262 


ング ンク ルル zz。 


玉 ム に HG は 


MINERALIZED 
STILL WATER 


ンー デー 


ォ ー タ ー は 、 ア ルフ ァ ロ メオ ・ レ ー シ ン グ が GP の 期間 中 、 チ 
ー ム の ホス ピタ リティ に 用 意 し て いる も の 。 
330ml 
14 
万 /7242 
ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 携帯 か ら も 応募 で きま す 


し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 記事 と 
その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、(④ 好 き な 
カテ ゴリ ー、③⑤ 好 き な ド ライ バー、⑥ オ ー ト スポ ー ツ へ の 要望 を お 
書き の うえ 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 


※ 携 帯 か ら の 応募 締め 切り は 2019 年 10 月 31 日 ( 木 ) で す ! 


携帯 か み ら の 応募 は 、 下 記 ア ドレ ス に アク セス し て くだ さい 。 ケ ー タ イ ・ コ ー ド 対応 
機種 を お 持ち の 方 は 右 図 か ら ア クセ ス で きま す 。 サ イト に アク セス し た 後 は 、 サ イト 
内 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 応募 は ひと り 1 回 と な り ま す 。 住所 
等 は 正確 に 入力 し て くだ さい 。 正確 に 入力 し て いた だ か な いと 商 
品 の 発送 が で き な い 場合 が あり ます 。 

※ 応 募 ハ ガキ 、 応 募 メ ー ル に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ は メ 
ッ セ ー ジ の 誌面 へ の 掲載 、 プ レ ゼ ント 発送 、 弊 社 刊行 物 の ご 案内 
の 発送 以外 の 目的 に 使用 し ませ ん 。 


2019 年 11 月 1 日 (日 消 印 有 効 


〒160-8461 東京 都 新 宿 区 新宿 6-27-30 
新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 
(株 ) 三栄 オー トス ポー 


ツ 編 集 部 「1517 号 プレ ゼン ト ] 係 https://san-eishobO.jD/form/Dub/3/as1517 
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毎年 恒例 ホン ダサ ンク ス デ ー 


コチ ラ と 仮装 し て 遊ぼ う ! 
も て ぎ で 11 月 10 日 に 開催 へ 


鈴鹿 で ハロ ウィ ン イ ベン ト 開 催 中 ! 


世界 の モー ター スポ ー ツ シー ン で 活動 
を 続け る ホン ダ が 贈る 交流 イベ ント 「 ホ 
ンダ レー シン グ ・ サ ンク ス デ ー」 が 今年 


場 そ の も の は 昨年 同様 に 無料 と な っ て い 
の きま 7 玉 要 ラ ログ ラム ば イン タニ ネ 
ッ ト 中 継 も され る の で 、 会 場 に 行け な い 


日 本 有数 の 国際 レー シン グ コ ー ス と し 
て 歴史 を 刻み 続け る 一 方 で 、 敷 地内 に は 
遊園 地 も 構え る な ど 、 レ ジャ ー 施 設 と し 


る 「 コ チラ カボ チャ 』 が 登場 する 。 
その ほか に も 、 ハ ロウ ィ ン に ちな ん だ 
イベ ント を 多数 予定 。 詳 細 は 別途 記載 の 


も 開催 され る 。 

12 回 目 と な る 今年 は 、 MotoGP な ど が 
開催 され る 国際 レー シン グ コ ー ス 、 ツ イ 
ン リ ンク も て ぎ で 11 月 10 日 で 行なわ れ 
る 。 毎年 、 ホ ンダ 系 ライ ダー ドラ イ バ 
ー が 数 多く 参加 する が 、 今 年 は 二 輸 から 
は MotoGP に 参戦 し て いる カル ・ ク ラッ 
チロ ー や 中 上 貴 唱 ら が 参加 。 ま た 、 四 輪 
か ら は 2017 年 に 日 本 人 と し て 初め て イ 


ン デ ィ 500 を 制 し た 佐藤 天 磨 を は じ め 、 


レッ ドブ ル の アレ クサ ンダ ー・ ア ル ボ ン 
な ど と いっ た 国際 的 に 活躍 する ドラ イ バ 
ー の ほか 、 日 本 GP で F1 初 走行 を 果たし 
た 山本 沿 貴 や 元 F1 世界 王者 の ジェ ン ソ 
ンド ン な ど 国 内 ドッ プ カ テ ゴリ ー で 
活動 中 の 選手 た ち が 多 数 参加 予定 だ 。 
問 の た た (て ライタ ダー ドラ 
イ バ ー た ちの トー クシ ョ ー や デモ 走行 と 
いっ た オー ソ ド ッ クス な も の か ら 、 レ ー 
シン グ カ ー ト 大 会 や 二輪 ワン メイ クレ ー 
ス な ど が 催さ れる 。 

来場 の 際 に は 駐車 料金 が 必要 だ が 、 入 


と いう 方 で も 楽し め る イベ ント だ 。 

モー ター スポ ー ツ ファ ン な ら 誰 で も 楽 
し め る この イベ ント 。 ぜ ひ 〇 足 を 運ん で み 
て は いか が だ ろう か 。 


圏 HONDA RACING THANKS DAY 
46』ES) 

信 開 催 日 : 11 月 10 日 (日 ) 

念 開催 場所 : ツイ ン リ ンク も て ぎ 

人 で 入場 料 : 無料 (別途 駐車 料 が 必要 ) 

念 URL:https://www .honda.cO.jp/ 
enjoyhonda/hrtd/2019/ 


の 


て も 人 気 を 博 し て いる 鈴鹿 サー キッ ト 。 
遊園 地 『 モ ー ト ピア 』| で は 季節 ご と に さ 
ま ざ ま な イベ ント が 催さ れ て いる が 、1 1 
月 3 日 (日 ・ 祝 ) まで は 『 コ チラ の ハロ 
ウィ ー ン 仮装 で びっ くり サプライ ズ ~ー」 
が 実施 され て いる 。 

この イベ ント は 期間 内 の 平日 と 休日 で 
内 容 が 変わ る も の 。 平日 に は 、 今 年 誕生 
40 周 年 を 迎え た マス コッ トキ ャ ラク ター 
『 コ チラ だ ちの ミニ ショ ー が 、13 時 よ 
り 園 内 の IPutti Town Storel 前 で 開か 
机 全 頼ま Ne 皇 、。 日 し 視 負 に ば "仮装 で 
びっ くり サプライ ズ ! 」 と 題し た 参加 型 
の イベ ント が 行なわ れる 。 こ ちら は 仮装 
を し て いれ ば 誰 で も 参加 が 可能 と な っ て 
お り 、 仮 装 で コチ ラ を 驚か せ た 子 に は キ 
ャ ン デ ィ が プレ ゼン ト さ れる 。 な お 、 衣 
装 を 持っ て き て いな い 方 向け に 、 仮 装 グ 
ッ ズ の 無料 貸し 出し も 行なわ れ て いる 。 

また 、 生誕 40 周 年 を 祝う 巨大 な コチ ラ 
も ハロ ウィ ン の 装い と な る ほか 、 内 
Town Store 前 に は 中 に 入っ て 撮影 で 


URL を 確認 すべ し 。 


圏 コ チラ の ハロ ウィ ー ン 仮装 で びっ く 
リサ プラ イズ 

念 開催 日 : 11 月 3 日 (日 ・ 祝 ) 

念 開催 場所 : 鈴鹿 サー キッ ト 

人 @ 八 園 券 : 大 人 (中 学生 以上 ) 1800 円 
子ども (小学 生 ) 900 円 、 幼 児 (3 オ 
以上 ー 未 就学 児 ) 700 円 、 シ ニア (60 才 
以上 ) 1800 円 

価 URL:https://www.SuzukacirCuit.jp/ 
autumn_s/ 
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